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　 　　 　 安全に お使いいた だ く た めに 必ずお読みく だ さ い安全に お使いいた だ く た めに 必ずお読みく だ さ い

●● 本書の一部または、本書の一部または、全部を無断で複製、全部を無断で複製、複写、複写、転載、転載、改変する こ と は法律で禁じ ら れていま す。改変する こ と は法律で禁じ ら れていま す。

●● 本書の内容および製品の仕様、本書の内容および製品の仕様、意匠等については、意匠等については、改良のために予告なく 変更するこ と があり ます。改良のために予告なく 変更するこ と があり ます。

●● 本書の内容については、本書の内容については、万全を記し て作成いたし まし たが、万全を記し て作成いたし まし たが、万一ご不審な点や誤り 、万一ご不審な点や誤り 、  記載漏れなどお気記載漏れなどお気

付きの点がございまし たら 、付きの点がございまし たら 、ご連絡下さ いま すよ う お願い致し ます。ご連絡下さ いま すよ う お願い致し ます。

●● 本書に記載さ れている各種名称、本書に記載さ れている各種名称、会社名、会社名、商品名などは一般に各社の商標または登録商標です。商品名などは一般に各社の商標または登録商標です。

！

火災の原因に な り ま す火災の原因に な り ま す

◆◆ 正し い電源電圧でお使いく だ さ い。正し い電源電圧でお使いく だ さ い。

◆◆ 湿気や埃、湿気や埃、 油煙、油煙、 湯気が多い所には置かないでく だ さ い。湯気が多い所には置かないでく だ さ い。

◆◆ 暖房器具の近く や直射日光があたる場所など 、暖房器具の近く や直射日光があたる場所など 、高温の場所で使用し たり 放置し ない高温の場所で使用し たり 放置し ない

でく だ さ い。でく だ さ い。

◆◆ たこ 足コ ン セン ト や配線器具の定格を超える使い方はし ないでく だ さ い。たこ 足コ ン セン ト や配線器具の定格を超える使い方はし ないでく だ さ い。

◆◆ 電源ケーブ ルに加工や熱を加えたり 、電源ケーブ ルに加工や熱を加えたり 、重いものを載せるなど で傷を つけないでく だ重いものを載せるなど で傷を つけないでく だ

さ い。さ い。

◆◆ 内部に異物を入れないでく だ さ い。内部に異物を入れないでく だ さ い。 ( (水厳禁水厳禁))

◆◆ 本体及び付属品を改造し ないでく だ さ い。本体及び付属品を改造し ないでく だ さ い。

◆◆ 排気口のある機種は、排気口のある機種は、 排気口を塞いで使用し ないでく だ さ い。排気口を塞いで使用し ないでく だ さ い。

感電や怪我の原因に な り ま す感電や怪我の原因に な り ま す

◆◆ 正し い電源電圧でお使いく だ さ い。正し い電源電圧でお使いく だ さ い。

◆◆ 電源ケーブ ルに加工や熱を加えたり 、電源ケーブ ルに加工や熱を加えたり 、重いものを載せるなど で傷を つけないでく だ重いものを載せるなど で傷を つけないでく だ

さ い。さ い。

◆◆ 内部に異物を入れないく だ さ い。内部に異物を入れないく だ さ い。

◆◆ 本体及び付属品を改造し ないでく だ さ い。本体及び付属品を改造し ないでく だ さ い。

◆◆ 濡れた手でコ ン セン ト にさ わら ないでく だ さ い。濡れた手でコ ン セン ト にさ わら ないでく だ さ い。

◆◆ 雷発生時は、雷発生時は、 本製品に触れたり 周辺機器の接続を し た り し ないでく だ さ い。本製品に触れたり 周辺機器の接続を し た り し ないでく だ さ い。

◆◆ 設置、設置、 移動の時は電源プ ラ グ を抜き 、移動の時は電源プ ラ グ を抜き 、 周辺機器の接続を切り 離し て く だ さ い。周辺機器の接続を切り 離し て く だ さ い。

万一、万一、発熱を感じ たり 、発熱を感じ た り 、煙が出ていたり 、煙が出ていたり 、変なにおいがするなど の異常を確認し た場合は、変なにおいがするなど の異常を確認し た場合は、

ただち に電源を外し 使用を中止し てお買いあげの販売店にご連絡下さ い。ただち に電源を外し 使用を中止し てお買いあげの販売店にご連絡下さ い。

故障やエ ラ ー の 原因に な り ま す故障やエ ラ ー の原因に な り ま す

◆◆ 本体及び付属品を改造し ないでく だ さ い。本体及び付属品を改造し ないでく だ さ い。

◆◆ 排気口のある機種は、排気口のある機種は、 排気口を塞いで使用し ないでく だ さ い。排気口を塞いで使用し ないでく だ さ い。
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序　 章　 はじ めに序　 章　 はじ めに

序　 章序　 章　 はじ め に　 はじ め に

序－１ 　 梱包内容の確認序－１ 　 梱包内容の確認

Enet-BEnet-B には以下の品目が含まれます。には以下の品目が含まれます。 品目数量を ご確認下さ い。品目数量を ご確認下さ い。

不足がある場合は、不足がある場合は、 弊社営業部までご連絡下さ い。弊社営業部までご連絡下さ い。

◆◆ Enet-BEnet-B本体本体 １ 台１ 台

◆◆ ACAC ケ ー ブ ルケ ー ブ ル 2m2m １ 本１ 本

◆◆ 調歩同期用調歩同期用RS232CRS232C ク ロ ス ケ ー ブ ルク ロ ス ケ ー ブ ル 1.8m1 . 8m １ 本１ 本

Dsub25Dsub25 ピ ン オ ス とピ ン オ ス と Dsub9Dsub9 ピ ン メ ス のピ ン メ ス の RS232CRS232C ク ロ ス ケーブ ルです。ク ロ ス ケーブ ルです。

Enet-BEnet-B の各種通信条件設定の際に使用し ま す。の各種通信条件設定の際に使用し ま す。

詳細は詳細は [ [第第44章　 通信条件の設定章　 通信条件の設定] ] を ご参照く ださ い。を ご参照く ださ い。

※こ のケーブ ルは、※こ のケーブ ルは、 同期信号の結線がないため同期信号の結線がないため BSCBSC通信には使用でき ま せん。通信には使用でき ま せん。

◆◆ タ ー ミ ナ ルソ フ トタ ー ミ ナ ルソ フ ト TERM WINTERM WIN CD-R CD-R 11 枚枚

こ のソ フ ト で条件設定、こ のソ フ ト で条件設定、 簡単な動作確認が可能です。簡単な動作確認が可能です。

動作仕様については巻末のユーザーズマ ニ ュ ア ルを参照下さ い。動作仕様については巻末のユーザーズマ ニ ュ ア ルを参照下さ い。

◆◆ Enet-BEnet-B ユーザーズ マ ニ ュ ア ルユーザーズ マ ニ ュ ア ル 本誌本誌 １ 冊１ 冊

序－２ 　 本機の特徴序－２ 　 本機の特徴

◆◆ 独立同期式独立同期式 (BSC (BSC手順手順) ) を用いたシステムと 、を用いたシステムと 、イ ーサネッ トイ ーサネッ ト  (TCP (TCP//IP) IP) のネッ ト ワ ーのネッ ト ワ ー

ク を 、ク を 、 Enet-BEnet-B を介し て 、を介し て 、 ネッ ト ワ ーク 通信する こ と が出来ます。ネッ ト ワ ーク 通信する こ と が出来ます。

◆◆ イ ーサネッ ト 側通信プ ロ ト コ ルは、イ ーサネッ ト 側通信プ ロ ト コ ルは、TCPTCP//IPIPを 内部に標準で搭載し ていま す。を内部に標準で搭載し ていま す。ネッネッ

ト ワ ーク 通信は、ト ワ ーク 通信は、 TCPTCP//IPIPソ ケ ッ ト 通信を用いてソ ケ ッ ト 通信を用いて Enet-BEnet-B と 通信を行います。と 通信を行います。

◆◆ 独立同期側通信プ ロ ト コ ルは、独立同期側通信プ ロ ト コ ルは、 BSCBSC手順に基づいて通信を行います。手順に基づいて通信を行います。

◆◆ Enet-BEnet-Bは、は、 TCPTCP//IPIPソ ケ ッ ト 通信とソ ケ ッ ト 通信と BSCBSC手順のそ れぞれのプ ロ ト コ ルによ り 受手順のそれぞれのプ ロ ト コ ルによ り 受

信を行い、信を行い、 そ のデータ 部分を も う 一方のプ ロ ト コ ルで送信し ま す。そ のデータ 部分を も う 一方のプ ロ ト コ ルで送信し ま す。

TCPTCP//IPIPがコ ネク ショ ン を開設し ている間に伝送が可能です。がコ ネク ショ ン を開設し ている間に伝送が可能です。

BSCBSC側は、側は、 パケ ッ ト 毎にパケ ッ ト 毎に ENQENQ からから EOTEOTま での一連のプ ロ ト コ ルを終了し ま す。ま での一連のプ ロ ト コ ルを終了し ま す。

TCPTCP//IPIP側は側は BSCBSC と 異なり 、と 異なり 、 パケ ッ ト 毎に開設、パケ ッ ト 毎に開設、 切断を行う こ と はあり ま せん。切断を行う こ と はあり ま せん。
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◆◆ TCPTCP//IPIPのコ ネク ショ ン はのコ ネク ショ ン は TCPTCP//IPIP側と側と BSCBSC側接続機器のど ち ら から も開設、側接続機器のど ち ら から も開設、終了終了

が可能です。が可能です。 BSCBSC側の機器から の開設、側の機器から の開設、 切断は切断は 33種類のモ ード があり ま す。種類のモ ード があり ま す。

AUTOAUTO モ ードモ ード   ：： TCPTCP//IPIP未開設の場合の未開設の場合のENQENQ受信で自動的に開設を行っ てから 伝受信で自動的に開設を行っ てから 伝

送を行います。送を行います。

LINELINE モ ードモ ード   ：： DSRDSR//DTRDTR制御信号を使用し て制御信号を使用し て TCPTCP//IPIPの開設、の開設、切断を行います。切断を行います。

NONNON モ ードモ ード     ：： BSCBSC機器側から の機器側から の TCPTCP//IPIP開設、開設、 切断は出来ません。切断は出来ません。

(V1.0(V1.0 と 同じ 動作と 同じ 動作))

◆◆ BSCBSCパケ ッ ト を そ のま ま イ ーサネッ ト に送信する 、パケ ッ ト を そ のま ま イ ーサネッ ト に送信する 、逐一変換機能モード の設定が逐一変換機能モード の設定が

可能です。可能です。 (V3.0 (V3.0よ りよ り ))

◆◆ イ ーサネッ ト イ ン タ ーフ ェ イ スは、イ ーサネッ ト イ ン タ ーフ ェ イ スは、 Dsub15Dsub15 ピ ン メ スピ ン メ ス  (AUI)  (AUI) とと 88極モ ジュ ラ コ ネ極モジュ ラ コ ネ

ク タク タ  (10BaseT)  (10BaseT) を 持ち ま す。を持ち ま す。

AUI (IEEE802.3AUI (IEEE802.3 に準拠に準拠) ) は他社製市販イ ーサネッ ト ト ラ ン シーバを介し て、は他社製市販イ ーサネッ ト ト ラ ン シーバを介し て、 ネッネッ

ト ワ ーク に接続し ま す。ト ワ ーク に接続し ま す。

10BaseT10BaseTはハブ を経由し て、はハブ を経由し て、 ネッ ト ワ ーク に接続し ま す。ネッ ト ワ ーク に接続し ま す。

◆◆ BSCBSC イ ン タ ーフ ェ イ スは、イ ン タ ーフ ェ イ スは、 Dsub25Dsub25 ピ ン メ スピ ン メ ス  (DTE (DTE 配列配列) ) を 持ち ま す。を持ち ま す。

こ のイ ン タ ーフ ェ イ スは、こ のイ ン タ ーフ ェ イ スは、 Enet-BEnet-Bの通信条件、の通信条件、各機能の設定を行う 際、各機能の設定を行う 際、調歩同調歩同

期チャ ン ネルと し ても使用し ま す。期チャ ン ネルと し ても使用し ま す。

◆◆ Enet-BEnet-B内部の通信条件、内部の通信条件、 各機能の設定は、各機能の設定は、 パソ コ ン等調歩同期パソ コ ン等調歩同期RS232CRS232C機器を機器を

接続し て設定を行います。接続し て設定を行います。

◆◆ 通信条件、通信条件、 各機能の設定項目は、各機能の設定項目は、 おおむね次のものがあり ま す。おおむね次のものがあり ま す。

BSCBSC チ ャ ン ネ ルチ ャ ン ネ ル

通信速度通信速度 5050 ～～ 19,200bps19,200bps

制御コ ード制御コ ード ASCII (JIS8) ASCII (JIS8) //EBCDICEBCDIC

IDID IDID の付加、の付加、 削除、削除、 IDID 文字列の設定文字列の設定

透過性透過性 送信時の透過／非透過モード の選択送信時の透過／非透過モード の選択

((受信時の透過／非透過モード は自動認識受信時の透過／非透過モード は自動認識))

モ デム対応モデム対応 半半22重、重、 全全22重に対応重に対応

BCCBCC CRC12CRC12//CRC16CRC16を 選択可能を選択可能

タ イ マタ イ マ タ イ ムア ウ ト 、タ イ ムア ウ ト 、 リ ト ラ イ の時間、リ ト ラ イ の時間、 回数を任意に設定可能回数を任意に設定可能

TCPTCP//IPIP チ ャ ン ネ ルチ ャ ン ネ ル

IPIPア ド レ ス指定ア ド レ ス指定

ポート ア ド レ ス指定ポート ア ド レ ス指定

BSC-TCP/IPBSC-TCP/IP チ ャ ン ネル間チ ャ ン ネル間

テキス ト のコ ード 変換テキス ト のコ ード 変換 JIS8JIS8//EBCDICEBCDIC//EBCDIKEBCDIK相互相互

◆◆ 通信条件、通信条件、各設定値は、各設定値は、Enet-BEnet-B内部の内部の EEPROMEEPROMに保存さ れ、に保存さ れ、電源を切っ ても そ電源を切っ ても そ

の内容は保持さ れます。の内容は保持さ れます。
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序－３ 　 各部の名称と 働き序－３ 　 各部の名称と 働き  (LED (LE D とと SW )SW )

①①BSC TXBSC TX BSCBSC への送信時に点灯するへの送信時に点灯する LEDLED

②②BSC RXBSC RX BSCBSC から 受信時に点灯するから 受信時に点灯する LEDLED

③③TESTTEST STAT1STAT1 とと STAT2STAT2 の組み合わせでテス ト 結果を表示するの組み合わせでテス ト 結果を表示する LEDLED

④④ICMP MSGICMP MSG ICMPICMPの受信があっ た時に点灯するの受信があっ た時に点灯する LEDLED

⑤⑤CONNECTCONNECT TCPTCP//IPIPのコ ネク ショ ン が開設さ れている時に点灯するのコ ネク ショ ン が開設さ れている時に点灯する LEDLED

⑥⑥PROGPROG 通信条件、通信条件、 各機能設定のプ ロ グ ラ ムモ ード の時に点灯する各機能設定のプ ロ グ ラ ムモ ード の時に点灯する LEDLED

⑦⑦RESET SWRESET SW Enet-BEnet-B を リ セ ッ ト する押し ボタ ン ス イ ッ チを リ セ ッ ト する押し ボタ ン ス イ ッ チ

⑧⑧AUIAUI TCPTCP//IPIPチ ャ ン ネルチャ ン ネル  [AUI [AUI イ ン タ ーフ ェ イ スイ ン タ ーフ ェ イ ス ] (Dsub15] (Dsub15 ピ ン メ スピ ン メ ス ))

⑨⑨10BaseT10BaseT TCPTCP//IPIPチ ャ ン ネルチャ ン ネル  [10BaseT] ( [10BaseT] (モ ジュ ラ コ ネク タモ ジュ ラ コ ネク タ ))

⑩⑩BSCBSC BSCBSC チ ャ ン ネルチャ ン ネル  [DTE] (Dsub25 [DTE] (Dsub25 ピ ン メ スピ ン メ ス ))

⑪⑪ TESTTEST BSCBSC及び及び TCPTCP//IPIPの接続テス ト を開始する押し ボタ ン ス イ ッ チの接続テス ト を開始する押し ボタ ン ス イ ッ チ

⑫⑫PROGPROG プ ロ グ ラ ムモ ード に入る押し ボタ ン ス イ ッ チプ ロ グ ラ ムモ ード に入る押し ボタ ン ス イ ッ チ

SW1

背面

AUI 10BaseT BSC
TEST PROG

⑪⑩⑨⑧ ⑫

前面

Enet-B
BSC TCP/I P PROTOCOL CONVERTER

BSC TEST I CMP

MSG

TCP/I P

CONNECT PROG

RESET

SWTX RX STAT1 STAT2

① ⑦⑥⑤④③②



44

序　 章　 はじ めに序　 章　 はじ めに

◆◆ TCPTCP//IPIP チ ャ ン ネルチ ャ ン ネル ：：

イ ーサネッ ト に接続さ れる チャ ン ネルも し く はコ ネク タ 部の総称イ ーサネッ ト に接続さ れる チャ ン ネルも し く はコ ネク タ 部の総称

◆◆ BSCBSC チ ャ ン ネ ルチ ャ ン ネ ル ：：

独立同期側に接続さ れるチャ ン ネルも し く は、独立同期側に接続さ れるチャ ン ネルも し く は、 コ ネク タ 部の総称コ ネク タ 部の総称

◆◆ 自機自機：：

Enet-BEnet-B と 端末機器を一体と し たネッ ト ワ ーク 上の識別単位と 端末機器を一体と し たネッ ト ワ ーク 上の識別単位

◆◆ 相手機器相手機器：：

Enet-BEnet-B とと TCPTCP//IPIPソ ケ ッ ト 通信によ っ て 、ソ ケ ッ ト 通信によ っ て 、 イ ーサネッ ト を介し てネッ ト ワ ークイ ーサネッ ト を介し てネッ ト ワ ーク

通信するサーバを含む通信相手機器の総称通信するサーバを含む通信相手機器の総称

◆◆ BSCBSC 機器機器：：

BSCBSC チ ャ ン ネルに接続さ れる 、チ ャ ン ネルに接続さ れる 、 BSCBSC 手順を持つホス ト を 含む手順を持つホス ト を 含む BSCBSC端末機器の端末機器の

総称総称

◆◆ タ ー ミ ナ ルソ フ トタ ー ミ ナ ルソ フ ト TERM WINTERM WIN：：

添付さ れている ソ フ ト はパソ コ ン を使用し て添付さ れている ソ フ ト はパソ コ ン を使用し てEnet-BEnet-Bのプ ロ グ ラ ムモ ード を実行のプ ロ グ ラ ムモ ード を実行

する為に使用し ま す。する為に使用し ま す。 ま た 、ま た 、 通信テス ト にも使用し ま す。通信テス ト にも使用し ま す。

キー入力がキー入力が RS232CRS232C に出力さ れ、に出力さ れ、 RS232CRS232C から の入力は画面に表示さ れます。から の入力は画面に表示さ れます。

◆◆ プ ロ グ ラ ム モ ー ドプ ロ グ ラ ム モ ー ド ：：

プ ロ グ ラ ムモ ード と は、プ ロ グ ラ ムモ ード と は、 各種条件を設定する際の各種条件を設定する際の Enet-BEnet-B の状態を言います。の状態を言います。

◆◆ LFCR ：：

キャ リ ッ ジリ タ ーンキャ リ ッ ジリ タ ーン  (0Dh)  (0Dh) 、、 ラ イ ン フ ィ ードラ イ ン フ ィ ード  (0Ah)  (0Ah) のの 22 バイ ト 。バイ ト 。

コ マ ン ド 、コ マ ン ド 、 リ ザルト の文字列の説明等でこ の文字がある場合、リ ザルト の文字列の説明等でこ の文字がある場合、 LFCR   のの 22 バイ トバイ ト

が付加さ れていま す。が付加さ れていま す。

序－５ 　 本書で使われる 用語序－５ 　 本書で使われる 用語

序－４ 　 接続例序－４ 　 接続例

BSCBSC手順を持つ大型コ ン ピ ュ ータ 端末と 市販手順を持つ大型コ ン ピ ュ ータ 端末と 市販AUIAUIイ ーサネッ ト ト ラ ン シーバを介しイ ーサネッ ト ト ラ ン シーバを介し

て、て 、 イ ーサネッ ト に接続し ま す。イ ーサネッ ト に接続し ま す。  (10BaseT (10BaseTの場合は、の場合は、ハブ を経由ハブ を経由))

Enet-B
AUI

市販
ト ラ ン
シーバ

TCP / IP

ソ ケ ッ ト 通信

Ethernet/10BaseT/10Base2/10Base5

BSC手順
BSC機器
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第１ 章第１ 章　 物理的仕様　 物理的仕様

１ －１ 　 ハー ド 構成１ －１ 　 ハー ド 構成

１ －２ 　 使用環境、１ －２ 　 使用環境、 消費電流消費電流

◆◆ 動作条件動作条件 温度温度 ±±00～～5050℃℃

湿度湿度 3030 ～～8080％％ ( (但し 結露なき こ と但し 結露なき こ と ))

◆◆ 保存条件保存条件 温度温度 －－3030 ～～8080℃℃

◆◆ 入力電圧範囲入力電圧範囲 ACAC 8585 ～～132V (50132V (50//60Hz)60Hz)

◆◆ 消費電力消費電力 AC100VAC100V 8W (8W (標準的なイ ーサネッ ト ト ラ ン シーバ装着時標準的なイ ーサネッ ト ト ラ ン シーバ装着時))

6W (6W (単体単体))

  TM68301

  TMPZ84C015

　 LANコ ン ト ロ ーラ   MB86965B   (富士通)

　 RS232Cト ラ ン シーバ   MC145406   (モ ト ロ ーラ ) 相当

  HM628128LP

  HM62256

　 BSCコ ネク タ   Dsub25ピ ン メ ス

  AUIイ ン タ ーフ ェ イ ス   (Dsub15ピ ン メ ス )

  10BaseT  (モ ジュ ラ コ ネク タ )
　 イ ーサネッ ト コ ネク タ

  (日立) 相当　 バッ フ ァ メ モ リ

　 CPU   (東芝)
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１ －３ 　 形状、１ －３ 　 形状、 重量重量

◆◆ 寸法寸法 幅幅 353mm (353mm (ネジ頭含むネジ頭含む ))

高さ高さ 46mm (46mm (ク ッ シ ョ ン ラ バー含むク ッ ショ ン ラ バー含む ))

奥行奥行 200mm (200mm (コ ネク タ 突起部含むコ ネク タ 突起部含む ))

◆◆ 重量重量 1.8Kg1.8Kg

◆◆ 外観図外観図

縮尺： Free

(単位mm)

前面

Enet-B

4
6

BSC TCP/I P PROTOCOL CONVERTER

BSC TEST I CMP

MSG

TCP/I P

CONNECT PROG

RESET

SWTX RX STAT1 STAT2

SW1

背面

AUI 10BaseT BSC
TEST PROG

2
0
0

353

底面

SERI AL No
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第２ 章　 伝送仕様第２ 章　 伝送仕様

第２ 章第２ 章　 伝送仕様　 伝送仕様

２ －１ 　２ －１ 　 TCPTCP//I PI P プ ロ ト コ ルプ ロ ト コ ル

　　 22--11--11　　 ARPARP に対する 応答に対する 応答

　　 22--11--22　 パ ケ ッ ト の識別　 パケ ッ ト の識別

Enet-BEnet-Bは、は、通信相手機器通信相手機器 ( (サーバサーバ) ) 、、 ルータ 等が発行するルータ 等が発行する ARPARPブ ロ ード キャ ス ト にブ ロ ード キャ ス ト に

応答し ま す。応答し ま す。

次の次の 22 つの条件成立で、つの条件成立で、 ARPARP応答と し て自機イ ーサネッ ト ア ド レ ス を送信し ま す。応答と し て自機イ ーサネッ ト ア ド レ ス を送信し ま す。

①①ARPARPで問い合わせている タ ーゲッ トで問い合わせている タ ーゲッ ト IPIPと 自機と 自機 IP (STIP) IP (STIP) の一致の一致

②②ARPARP発行元発行元IPIPと 相手と 相手IP (HOST) IP (HOST) の一致の一致

こ れによ りこ れによ り ARPARP発行元は、発行元は、Enet-BEnet-Bのイ ーサネッ ト ア ド レ ス を得る こ と が出来ます。のイ ーサネッ ト ア ド レ ス を得る こ と が出来ます。

ま た、ま た 、 Enet-BEnet-B から コ ネク シ ョ ン を開設する際に相手のイ ーサネッ ト ア ド レ ス を取から コ ネク シ ョ ン を開設する際に相手のイ ーサネッ ト ア ド レ ス を取

得し ていない場合は得し ていない場合は ARPARPブ ロ ード キャ ス ト を発行し ま す。ブ ロ ード キャ ス ト を発行し ま す。

Enet-BEnet-Bでは、では、相手のイ ーサネッ ト ア ド レ ス を相手のイ ーサネッ ト ア ド レ ス を EEPROMEEPROM に記録し 、に記録し 、パケ ッ ト 応答可パケ ッ ト 応答可

能と なり ま す。能と なり ま す。 Enet-BEnet-Bは、は、 最大最大55 組のイ ーサネッ ト ア ド レ ス を記録出来ます。組のイ ーサネッ ト ア ド レ ス を記録出来ます。

但し 、但し 、 後述のネッ ト マ ス ク 、後述のネッ ト マ ス ク 、 ブ ロ ード キャ ス ト ア ド レ ス 、ブ ロ ード キャ ス ト ア ド レ ス 、 デフ ォ ルト ゲート ウ ェ イデフ ォ ルト ゲート ウ ェ イ

ア ド レ スの設定を行っ た場合は、ア ド レ スの設定を行っ た場合は、上記と 異なり ま す。上記と 異なり ま す。 [4 [4--6 6 ネ ッ ト マ ス ク 値等設定時ネッ ト マ ス ク 値等設定時

のの ARPARP応答応答] ] の欄を参照し て下さ い。の欄を参照し て下さ い。

Enet-BEnet-Bは、は、 自機あてのパケ ッ ト か否かの識別を行いま す。自機あてのパケ ッ ト か否かの識別を行いま す。

自機あてのパケ ッ ト と ブ ロ ード キャ ス ト のみ受信し ま す。自機あてのパケ ッ ト と ブ ロ ード キャ ス ト のみ受信し ま す。

自機パケ ッ ト のチ ェ ッ ク 項目自機パケ ッ ト のチ ェ ッ ク 項目

◆◆ イ ーサネッ ト ヘッ ダ 部イ ーサネッ ト ヘッ ダ 部

DA (DA (デス ト ネーショ ン ア ド レ スデス ト ネーショ ン ア ド レ ス ) ) と 自機イ ーサネッ ト ア ド レ スの一致と 自機イ ーサネッ ト ア ド レ スの一致

SA (SA (ソ ーズア ド レ スソ ーズア ド レ ス ) ) と 相手イ ーサネッ ト ア ド レ スの一致と 相手イ ーサネッ ト ア ド レ スの一致

◆◆ IPIPヘッ ダ 部ヘッ ダ 部

SOURCE (SOURCE (ソ ーズア ド レ スソ ーズア ド レ ス ) ) とと HOST (HOST (相手相手IPIPア ド レ スア ド レ ス ) ) の一致の一致

DEST (DEST (デス ト ネーショ ン ア ド レ スデス ト ネーショ ン ア ド レ ス ) ) とと STIP (STIP (自機自機 IPIPア ド レ スア ド レ ス ) ) の一致の一致

◆◆ TCPTCPヘッ ダ 部ヘッ ダ 部

DEST (DEST (デス ト ネーショ ン ポートデス ト ネーショ ン ポート ) ) とと STSP (STSP (ソ ーズポートソ ーズポート ) ) の一致の一致

SRC (SRC (ソ ース ポートソ ースポート ) ) とと STDP (STDP (デス ト ネーショ ン ポートデス ト ネーショ ン ポート ) ) の確認の確認

不一致の場合は、不一致の場合は、STDPSTDPをを SRCSRCの値に変更し ま す。の値に変更し ま す。 (SRC (SRCを変更するサーバを変更するサーバ

がある為そ の対応がある為そ の対応))

ま た 、ま た 、 TCPTCPプ ロ ト コ ルのプ ロ ト コ ルの SEQSEQ、、 ACKACK のチ ェ ッ ク を行いま す。のチ ェ ッ ク を行いま す。

送出パケ ッ ト は、送出パケ ッ ト は、 相手ア ド レ ス と 適切な相手ア ド レ ス と 適切な SEQSEQ、、 ACKACK を作成し て出力し ま す。を作成し て出力し ま す。
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　　 22 --11--44　 デ ー タ パケ ッ ト の送受信　 データ パケ ッ ト の送受信

　　 22--11--55　 コ ネ ク シ ョ ン の終了　 コ ネ ク シ ョ ン の終了

　　 22--11--66　　 Enet-BEnet-B から の コ ネ ク シ ョ ン 開設と 終了から の コ ネ ク シ ョ ン 開設と 終了

　　 22 --11 --33　 通信相手機器か ら の コ ネ ク シ ョ ン 開設　 通信相手機器か ら の コ ネ ク シ ョ ン 開設

通信相手機器通信相手機器 ( (サーバサーバ) ) の発行するの発行する SYNSYNパケ ッ ト に対し て、パケ ッ ト に対し て、プ ロ ト コ ルで応答し てコプ ロ ト コ ルで応答し てコ

ネク ショ ン を開設し ま す。ネク ショ ン を開設し ま す。コ ネク ショ ン 開設中は、コ ネク ショ ン開設中は、イ ーサネッ ト とイ ーサネッ ト と BSCBSC間の伝送が間の伝送が

可能と なり ま す。可能と なり ま す。

自機あてのデータ パケ ッ ト は、自機あてのデータ パケ ッ ト は、 受信し て受信し て BSCBSC チ ャ ン ネルへ伝送し ま す。チ ャ ン ネルへ伝送し ま す。

BSCBSC チ ャ ン ネルへの送信完了で、チャ ン ネルへの送信完了で、 適切な適切な ACKACK パケ ッ ト を出力し ま す。パケ ッ ト を出力し ま す。

BSCBSCチ ャ ン ネルから のテキス ト は、チ ャ ン ネルから のテキス ト は、データ パケ ッ ト と し てイ ーサネッ ト に出力し まデータ パケ ッ ト と し てイ ーサネッ ト に出力し ま

す。す。 通信相手機器から の通信相手機器から の ACKACK パケ ッ ト 受信で、パケ ッ ト 受信で、 BSCBSCチ ャ ン ネルに肯定応答し ます。チ ャ ン ネルに肯定応答し ます。

通信相手機器通信相手機器 ( (サーバサーバ) ) の発行するの発行する FINFIN パケ ッ ト に対し て、パケ ッ ト に対し て、プ ロ ト コ ルで応答し てコプ ロ ト コ ルで応答し てコ

ネク ショ ン を終了し ま す。ネク ショ ン を終了し ま す。

通信相手機器通信相手機器 ( (サーバサーバ) ) の発行するの発行する RSTRSTパケ ッ ト では、パケ ッ ト では、異常処理と し てコ ネク ショ ン異常処理と し てコ ネク ショ ン

を終了し ま す。を終了し ま す。

Enet-BEnet-B上の何ら かの異常で、上の何ら かの異常で、イ ーサネッ ト 開設維持が出来ない場合は、イ ーサネッ ト 開設維持が出来ない場合は、RSTRSTパケ ッパケ ッ

ト を発行し ま す。ト を発行し ま す。 異常と は、異常と は、 タ イ ムア ウ ト や不適切なパケ ッ ト 受信等です。タ イ ムア ウ ト や不適切なパケ ッ ト 受信等です。

異常終了の場合は、異常終了の場合は、 BSCBSC チ ャ ン ネルへチャ ン ネルへ DISCDISC を送出し ま す。を送出し ま す。

未開設時で開設条件と なっ た場合に未開設時で開設条件と なっ た場合に SYNSYNパケ ッ ト を発行し 、パケ ッ ト を発行し 、応答し た相手と コ ネク応答し た相手と コ ネク

ショ ン を開設し ま す。ショ ン を開設し ま す。

コ ネク ショ ン 開設中は、コ ネク ショ ン開設中は、イ ーサネッ ト とイ ーサネッ ト と BSCBSC間でど ち ら から でも伝送が可能と なり間でど ち ら から でも伝送が可能と なり

ま す。ま す。 一度開設さ れる と 、一度開設さ れる と 、 再び再び SYNSYN パケ ッ ト を発行する事はあり ま せん。パケ ッ ト を発行する事はあり ま せん。

開設を終了する条件と なっ た場合に開設を終了する条件と なっ た場合に FINFIN パケ ッ ト を発行し て、パケ ッ ト を発行し て、 相手のプ ロ ト コ ル応相手のプ ロ ト コ ル応

答を経て終了し ま す。答を経て終了し ま す。

TCPTCP//IPIPのプ ロ ト コ ルによ り 、のプ ロ ト コ ルによ り 、コ ネク ショ ン を終了後コ ネク ショ ン を終了後22分間は分間はTIME WAITTIME WAIT遷移と なり 、遷移と なり 、

同じ ポート への開設が出来ません。同じ ポート への開設が出来ません。

そ の間の動作はそ の間の動作は AUOTAUOTモ ード ではモ ード では ENQENQ に対し てに対し て EOTEOTが返り ま す。が返り ま す。 LINELINEモ ード ではモ ード では

DSRDSRのの HighHig h 応答があり ま せん。応答があり ま せん。
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２ －２ 　２ －２ 　 BSCBSC プ ロ ト コ ルプ ロ ト コ ル

　　 22 --22 --11　 回線接続、　 回線接続、 テ キ ス ト 送信、テ キ ス ト 送信、 終了終了

回線接続要求

接続承認

テキス ト 送信

テキス ト 承認

終了

PAD

ACK0

ENQ SYN SYNSYN

SYNSYNSYN PAD

PAD

ACK1

ETX SYNSTX

SYNSYNSYN PAD

PAD EOT SYN SYNSYN

BCC SYNSYNテ キス ト

　　 22 --22--22　 分割し て のテ キ ス ト 送信　 分割し て のテ キ ス ト 送信

回線接続要求

接続承認

テキス ト 1送信

テキス ト 承認

PAD

ACK0

ENQ SYN SYNSYN

SYNSYNSYN PAD

PAD

ACK1

ETB SYNSTX

SYNSYNSYN PAD

BCC SYNSYNテ キス ト 1

テ キス ト 2送信

テキス ト 承認

終了

PAD

ACK0

ETX SYNSTX

SYNSYNSYN PAD

PAD EOT SYN SYNSYN

BCC SYNSYNテ キス ト 2
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　　 22 --22--33　 透過モ ード の テ キ ス ト　 透過モ ード の テ キ ス ト

　　 22--22--44　 異常時の動作　 異常時の動作

BSCBSC機器間で、機器間で、特定の意味を持つ伝送制御キャ ラ ク タ そ のも のを データ と し て送受特定の意味を持つ伝送制御キャ ラ ク タ そ のも のを データ と し て送受

信する場合には、信する場合には、 透過モード に設定する必要があり ま す。透過モード に設定する必要があり ま す。透過モード に設定する こ透過モード に設定する こ

と によ り 、と によ り 、伝送制御キャ ラ ク タ を含むすべてのコ ード を送信出来るよ う になり ます。伝送制御キャ ラ ク タ を含むすべてのコ ード を送信出来るよ う になり ます。

Enet-BEnet-Bは、は、 受信テ キス ト に関し ては自動判別し ます。受信テ キス ト に関し ては自動判別し ます。

回線や通信機器の異常によ り 、回線や通信機器の異常によ り 、伝送制御キャ ラ ク タ やテキス ト が正し く 送受信出来伝送制御キャ ラ ク タ やテキス ト が正し く 送受信出来

ない場合があり ま す。ない場合があり ま す。 Enet-BEnet-Bは、は、 こ の異常を感知し たり 、こ の異常を感知し たり 、 回避するために再送回回避するために再送回

数やタ イ マ値を自由に設定する こ と が出来ます。数やタ イ マ値を自由に設定する こ と が出来ます。

指定し た再送回数を超える場合には、指定し た再送回数を超える場合には、 回線異常と 見なし 回線切断を行い、回線異常と 見なし 回線切断を行い、異常状態異常状態

が放置さ れる こ と はあり ま せん。が放置さ れる こ と はあり ま せん。

各条件下でのタ イ マ ー値、各条件下でのタ イ マ ー値、リ ト ラ イ 回数は、リ ト ラ イ 回数は、 [4 [4--44　 タ イ マ ーと 回数の設定　 タ イ マ ーと 回数の設定] ] 欄を参照欄を参照

し て下さ い。し て下さ い。

透過モード 例透過モード 例

　 ↑　 ↑

データ と し てデータ と し て DLEDLE を伝送の場合を伝送の場合

※の※の DLEDLE が付加さ れて伝送さ れます。が付加さ れて伝送さ れます。

※※

SYN SYN SYN DLE ETXテ キス ト PADBCC

テ キス ト

STX

DLESYN SYN SYN DLE STX DLE テ キス ト ETX PADBCC

DLE

DLE
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２ －３ 　２ －３ 　 TCPTCP//I PI P とと BSCBSC 間の伝送間の伝送

　　 22--33--11　 コ ネ ク シ ョ ン 開設と 伝送　 コ ネ ク シ ョ ン 開設と 伝送

TCPTCP//IPIPチ ャ ン ネルはコ ネク ショ ン が開設さ れ、チ ャ ン ネルはコ ネク ショ ン が開設さ れ、そ の状態が保持さ れている事が前提そ の状態が保持さ れている事が前提

と なり ま す。と なり ま す。

TCPTCP//IPIPコ ネク ショ ン の開設はイ ーサネッ ト 側機器から とコ ネク ショ ン の開設はイ ーサネッ ト 側機器から と Enet-BEnet-Bから の場合がありから の場合があり

ま す。ま す。

こ の時、こ の時、 TCPTCP//IP,BSCIP,BSC間の双方向の伝送が可能と なり ま す。間の双方向の伝送が可能と なり ま す。 コ ネク ショ ン 開設中は、コ ネク ショ ン開設中は、

Enet-BEnet-B のの CONNECTCONNECTのの LEDLED が点灯し ていま す。が点灯し ていま す。

BSCBSCチ ャ ン ネルは、チ ャ ン ネルは、テキス ト 毎にテキス ト 毎に ENQENQから 始ま る回線接続を行い、から 始ま る回線接続を行い、テキス ト 伝送後テキス ト 伝送後

はは EOTEOTで終結し ま す。で終結し ま す。

伝送例伝送例))

通信相手機器よ り コ ネク ショ ン の開設を行い、通信相手機器よ り コ ネク ショ ン の開設を行い、 データ を双方向で通信し ます。データ を双方向で通信し ます。 デーデー

タ 伝送終了後、タ 伝送終了後、 通信相手機器よ り 切断を行います。通信相手機器よ り 切断を行います。

※※ 実際の伝送に使用さ れている同期キャ ラ ク タ 、実際の伝送に使用さ れている同期キャ ラ ク タ 、コ マ ン ド 、コ マ ン ド 、ヘッ ダ 情報等は、ヘッ ダ 情報等は、一部一部

省略し た形で記述し ていま す。省略し た形で記述し ていま す。

イ ーサネッ ト から BSCへ

BSCから イ ーサネッ ト へ

イ ーサネッ ト 側 BSC側

SYN →

ACK of SYN ←
ACK →

DATA(テ キス ト )パケ ッ ト →

ACK ←

DATA(テ キス ト )パケ ッ ト ←

ACK →

FIN →

ACK ←

ACK →
FIN ←

→ ENQ

→ EOT

→ STX＋テ キス ト ＋ETX＋CRC

← ACK0

← ACK1

← ENQ
→ ACK0

← STX＋テ キス ト ＋ETX＋CRC

→ ACK1
← EOT

※イ ーサネッ ト 側のコ ネク

ショ ン が開設さ れていな

い時に ,BSCチ ャ ン ネルに

受信し た ENQはOPENモ ード

の状態に従いま す。

Enet-B

コ ネク ショ ン 開設

開設成立

コ ネク ショ ン 切断

タ イ ムウ ェ イ ト 状態
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　　 22 --33 --22　 変換さ れる 情報メ ッ セ ージの範囲　 変換さ れる 情報メ ッ セ ージの範囲

プ ロ ト コ ル変換を行い、プ ロ ト コ ル変換を行い、 他方のチ ャ ン ネルに伝送さ れる情報メ ッ セージの範囲は、他方のチ ャ ン ネルに伝送さ れる情報メ ッ セージの範囲は、

TCPTCP//IPIP側と側と BSCBSC側で違いがあり ま す。側で違いがあり ま す。

TCPTCP//IPIP側通信相手機器から の情報メ ッ セージは、側通信相手機器から の情報メ ッ セージは、 テキス ト データ 部のみ変換さ れ、テキス ト データ 部のみ変換さ れ、

BSCBSC側に伝送さ れます。側に伝送さ れます。

BSCBSC機器から の情報メ ッ セージは、機器から の情報メ ッ セージは、ヘッ ダ 部と テキス ト データ 部が変換さ れ、ヘッ ダ 部と テキス ト データ 部が変換さ れ、TCPTCP//

IPIP側に伝送さ れます。側に伝送さ れます。

但し 、但し 、ヘッ ダ 部は、ヘッ ダ 部は、メ ッ セージ標識や優先順位と いっ たテキス ト に付随する情報で、メ ッ セージ標識や優先順位と いっ たテキス ト に付随する情報で、

省かれている こ と があり ま す。省かれている こ と があり ま す。

BSCBSC チ ャ ン ネル からチ ャ ン ネル から TCPTCP//IPIP チ ャ ン ネルへチ ャ ン ネルへ

ヘ ッ ダ 部が省かれい る 場合ヘ ッ ダ 部が省かれい る 場合

TCPTCP//IPIP チ ャ ン ネル か らチ ャ ン ネル から BSCBSC チ ャ ン ネ ルへチ ャ ン ネ ルへ

テキス ト 部だけを

抜き出す

フ レームチ ェ ッ ク TCP / IPヘッ ダ 部テキス ト 部

テキス ト 部を挿入するテキス ト 部

PAD BCC ETX テキス ト 部 STX SYN

テ キス ト 部を挿入する
テキス ト 部だけを

抜き出す

PADBCCETXテキス ト 部STXSYN

テキス ト 部

フ レームチェ ッ クTCP / IPヘッ ダ 部 テキス ト 部

ヘ ッ ダ 部が付加さ れて い る 場合ヘ ッ ダ 部が付加さ れて い る 場合

BSCBSC機器から 受信し たヘッ ダ を含む情報メ ッ セージは、機器から 受信し たヘッ ダ を含む情報メ ッ セージは、ヘッ ダ を伝送する テキス トヘッ ダ を伝送する テキス ト

の一部と し て区別せず、の一部と し て区別せず、 連続し た形で連続し た形で TCP/IPTCP/IP側に送信し ま す。側に送信し ま す。

ヘッ ダ 、 テ キス ト 部を挿入する

ヘッ ダ 、 テ キス ト 部だけ

を抜き出す

PADBCCETXテ キス ト 部STXSYN

テ キス ト 部

フ レ ームチ ェ ッ クTCP / IPヘ ッ ダ 部 テキス ト 部

SOH ヘッ ダ

ヘッ ダ

ヘッ ダ

連続し た形になる
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　　 22--33--33　 伝送テ キス ト の制限　 伝送テ キス ト の制限

Enet-BEnet-Bは、は、 異なる プ ロ ト コ ルの変換を行う 為に 、異なる プ ロ ト コ ルの変換を行う 為に 、 両方のプ ロ ト コ ルによ る伝送テ両方のプ ロ ト コ ルによ る伝送テ

キス ト の制限を受けてし ま いま す。キス ト の制限を受けてし ま いま す。

BSCBSC プ ロ ト コ ルにおいて、プ ロ ト コ ルにおいて、 特に指定がない限り テキス ト 長の制限はあり ま せん。特に指定がない限り テキス ト 長の制限はあり ま せん。

TCPTCP//IPIPプ ロ ト コ ルにおける テキス ト 長は、プ ロ ト コ ルにおける テキス ト 長は、最大最大14601460バイ ト です。バイ ト です。従っ て 、従っ て 、BSCBSCチ ャチ ャ

ン ネルからン ネルから TCPTCP//IPIPチ ャ ン ネルへのデータ 伝送には注意が必要です。チャ ン ネルへのデータ 伝送には注意が必要です。

BSCBSC チ ャ ン ネルから の大量テキス ト を受信し たこ と によ り 、チ ャ ン ネルから の大量テキス ト を受信し たこ と によ り 、 Enet-BEnet-Bは、は、 テキス トテキス ト

部を部を 14601460 バイ ト づつに区切りバイ ト づつに区切り TCPTCP//IPIPチ ャ ン ネルに送信し ま す。チ ャ ン ネルに送信し ま す。 Enet-BEnet-Bは、は、 通信通信

相手機器から のパケ ッ ト 受信終了の相手機器から のパケ ッ ト 受信終了の  " ACK "  " ACK " を 受信し ない限り 、を受信し ない限り 、BSCBSCチ ャ ン ネルへチャ ン ネルへ

" ACK1 " " ACK1 " を送信するこ と が出来ません。を送信するこ と が出来ません。

従っ て 、従っ て 、 Enet-BEnet-Bのの BSCBSC チ ャ ン ネルから のテキス ト 受信終了後、チャ ン ネルから のテキス ト 受信終了後、 " ACK1 " " ACK1 " 送信ま で送信まで

のタ イ ムラ グ を 、のタ イ ムラ グ を 、 BSCBSC機器側でサポート する ア プ リ ケーショ ン が必要と なり ま す。機器側でサポート する ア プ リ ケーショ ン が必要と なり ま す。

正常伝送例正常伝送例

異常伝送例異常伝送例

タ イ ムラ グ を考慮に入れない為、タ イ ムラ グ を考慮に入れない為、 BSCBSC機器側が回線切断の処理を し てし ま う 例機器側が回線切断の処理を し てし ま う 例

TCP／IP側 BSC側

分割パケッ ト 1 ←

ACK →

← ENQ

← EOT

大量テキス ト

→ ACK0

→ ACK1

Enet-B分割パケッ ト 2 ←

分割パケッ ト n ←

ACK →

ACK →

こ のタ イ ムラ グ を
BSC機器側で管理す
る必要があり ま す。

1460バイ ト に

分割し て送信

TCP／IP側 BSC側

分割パケッ ト 1 ←

ACK →

← ENQ

← EOT

大量テキス ト

→ ACK0

Enet-B分割パケッ ト 2 ←

分割パケッ ト n ←

ACK →

ACK →

RST ←

← ENQ

← ENQ

← ENQ
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　　 22--33--55　 異常時の動作　 異常時の動作

◆◆ TCPTCP//IPIPチ ャ ン ネル側で何ら かの異常が発生し た場合チャ ン ネル側で何ら かの異常が発生し た場合

通信相手機器通信相手機器 ( (サーバサーバ) ) よ りよ り RSTRSTパケ ッ ト を受信し た。パケ ッ ト を受信し た。

不適切な受信やタ イ ムア ウ ト で不適切な受信やタ イ ムア ウ ト で Enet-BEnet-Bがが RSTRSTパケ ッ ト を送信し た。パケ ッ ト を送信し た。

こ の時、こ の時、 TCPTCP//IPIPチ ャ ン ネルは、チ ャ ン ネルは、 RSTRSTパケ ッ ト によ り コ ネク ショ ン は切断さ れまパケ ッ ト によ り コ ネク ショ ン は切断さ れま

す。す。

◆◆ BSCBSCチ ャ ン ネル側で何ら かの異常が発生し た場合チャ ン ネル側で何ら かの異常が発生し た場合

AUTOAUTO モ ード 以外でモ ード 以外で DISCDISCを受信し た。を受信し た。

タ イ ムア ウ ト 、タ イ ムア ウ ト 、 リ ト ラ イ オ ーバーが発生し た。リ ト ラ イ オ ーバーが発生し た。

こ の時、こ の時、 伝送途中の場合は、伝送途中の場合は、 TCPTCP//IPIPチ ャ ン ネルにチャ ン ネルに RSTRSTパケ ッ ト を送信し 、パケ ッ ト を送信し 、 コ ネコ ネ

ク ショ ン を切断し ま す。ク ショ ン を切断し ま す。

DISCDISCがが BSCBSC機器への波及のみの場合は、機器への波及のみの場合は、TCPTCP//IPIPチ ャ ン ネルにチャ ン ネルに RSTRSTパケ ッ ト は送パケ ッ ト は送

信し ま せん。信し ま せん。

BSCBSC チ ャ ン ネルは、チ ャ ン ネルは、 タ イ ムア ウ ト 、タ イ ムア ウ ト 、 リ ト ラ イ オ ーバーの場合、リ ト ラ イ オ ーバーの場合、 BSCBSC機器へ機器へ EOTEOT

を送信し ま す。を送信し ま す。

　　 22--33--44　 優先局　 優先局

TCPTCP//IPIPチ ャ ン ネルのチャ ン ネルの ACKACK とと BSCBSCチ ャ ン ネルのチャ ン ネルの EOTEOTがが Enet-BEnet-B内で衝突する と 、内で衝突する と 、異異

常処理と し て常処理と し て TCPTCP//IPIPチ ャ ン ネルへチャ ン ネルへ RSTRSTを送信し 、を送信し 、ネッ ト ワ ーク のコ ネク ショ ン を切ネッ ト ワ ーク のコ ネク ショ ン を切

断し ま す。断し ま す。

こ の現象は、こ の現象は、 ネッ ト ワ ーク 内のト ラ フ ィ ッ ク が増加し ている時、ネッ ト ワ ーク 内のト ラ フ ィ ッ ク が増加し ている時、大量テキス ト 伝送大量テキス ト 伝送

時に限ら ず、時に限ら ず、 11 パケ ッ ト の伝送時でも起こ り 得ます。パケ ッ ト の伝送時でも起こ り 得ます。

デー タ 伝送量に限ら ず、デー タ 伝送量に限ら ず、 双方の接続機器内のア プ リ ケ ーシ ョ ン で 、双方の接続機器内のア プ リ ケ ーシ ョ ン で 、 タ イ ム ア ウタ イ ム ア ウ

ト 、ト 、 再送回数等の時間管理を 考慮に入れる 対応が必要です。再送回数等の時間管理を 考慮に入れる 対応が必要です。

Enet-BEnet-Bは、は、TCPTCP//IPIPチ ャ ン ネル側が優先局、チャ ン ネル側が優先局、BSCBSCチ ャ ン ネルが非優先局と なり ま す。チ ャ ン ネルが非優先局と なり ま す。

従っ て 、従っ て 、 優先順位は、優先順位は、 通信相手機器＞通信相手機器＞Enet-BEnet-B＞＞BSCBSC 機器と なり ま す。機器と なり ま す。

双方から の受信双方から の受信 (TCP (TCP//IPIPチ ャ ン ネルのデータ パケ ッ ト とチ ャ ン ネルのデータ パケ ッ ト と BSCBSCチ ャ ン ネルのチャ ン ネルの ENQ) ENQ) がが

同時の場合は、同時の場合は、TCPTCP//IPIPチ ャ ン ネルから のデータ パケ ッ ト の入力を優先的に取り 込みチャ ン ネルから のデータ パケ ッ ト の入力を優先的に取り 込み

ます。ま す。

取り 込んだデータ を取り 込んだデータ を BSCBSC機器へ送信するために、機器へ送信するために、Enet-BEnet-Bよ りよ り ENQENQを出力し 、を出力し 、BSCBSC

機器にデータ の受信を促し ま す。機器にデータ の受信を促し ま す。
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　　 22--44--11　 逐一変換機能　 逐一変換機能  （ パケ ッ ト ス ルー ）（ パケ ッ ト ス ルー ）   の動作仕様の動作仕様

BSCBSC から の受信は、から の受信は、 制御コ ード制御コ ード  (ENQ (ENQ、、 ACKACK等等) ) と 電文のど ち ら も 、と 電文のど ち ら も 、 先行先行PADPAD後方後方

PADPAD を取り 除き 、を取り 除き 、 イ ーサネッ ト のデータ パケ ッ ト と し て出力さ れます。イ ーサネッ ト のデータ パケ ッ ト と し て出力さ れます。

イ ーサネッ ト のデータ パケ ッ ト は、イ ーサネッ ト のデータ パケ ッ ト は、そ のデータ 部分に先行そ のデータ 部分に先行PADPAD後方後方PADPADを付けて、を付けて、

BSCBSCへ出力し ま す。へ出力し ま す。

BSCBSCの電文の電文 ( (テ キス トテ キス ト ) ) に は、には、 最後に最後に BCCBCCが付加さ れていま すが、が付加さ れていま すが、 BCCBCCチ ェ ッ ク 及チ ェ ッ ク 及

び付加はび付加は Enet-BEnet-Bで行います。で行います。イ ーサネッ ト 側の電文イ ーサネッ ト 側の電文 ( (テ キス トテ キス ト ) ) はは STXSTXから 始ま り 、から 始ま り 、

ETXETXま でと なり 、ま でと なり 、BCCBCCは付き ま せん。は付き ま せん。BSCBSC受信の電文が受信の電文が BCCBCCエ ラ ーであっ た場合にエ ラ ーであっ た場合に

は、は、 イ ーサネッ ト へは送ら ずにイ ーサネッ ト へは送ら ずに BSCBSC にに NAKNAK を返し ま す。を返し ま す。

Enet-BEnet-Bでは、では、 BCCBCCエ ラ ー以外のエ ラ ー以外の BSCBSCプ ロ ト コ ルには関与し ま せん。プ ロ ト コ ルには関与し ま せん。イ ーサネッ トイ ーサネッ ト

側でタ イ ムア ウ ト や再送のプロ ト コ ルを管理する必要があり ま す。側でタ イ ムア ウ ト や再送のプロ ト コ ルを管理する必要があり ま す。 ( (こ のモ ード でのこ のモ ード での

Enet-BEnet-Bは巻末の状態遷移表に該当し ません。は巻末の状態遷移表に該当し ません。))

TCPTCP//IPIPプ ロ ト コ ルは、プ ロ ト コ ルは、Enet-BEnet-Bの他の使用モード と 同様に動作し ま す。の他の使用モード と 同様に動作し ま す。TCPTCP//IPIPデーデー

タ パケ ッ ト に対し ては、タ パケ ッ ト に対し ては、 TCPTCP//IPIPのの ACKACK パケ ッ ト で応答し ま す。パケ ッ ト で応答し ま す。 TCPTCP//IPIP上の通信エ上の通信エ

ラ ーにはラ ーには TCPTCP//IPIPプ ロ ト コ ルプ ロ ト コ ル  ( (再送等再送等) ) で対応し ま す。で対応し ま す。

２ －４ 　 逐一変換で の伝送２ －４ 　 逐一変換で の伝送

逐一変換モード は、逐一変換モード は、 BSCBSCの制御パケ ッ ト も含めたすべてのパケ ッ ト を 、の制御パケ ッ ト も含めたすべてのパケ ッ ト を 、イ ーサネッイ ーサネッ

ト のデータ パケ ッ ト と し て伝送する仕様です。ト のデータ パケ ッ ト と し て伝送する仕様です。 Enet-BEnet-Bは、は、 同期式シリ ア ルと イ ー同期式シリ ア ルと イ ー

サネッ ト と のパケ ッ ト コ ン バータ と し ての機能と なり ま す。サネッ ト と のパケ ッ ト コ ン バータ と し ての機能と なり ま す。

従っ て 、従っ て 、イ ーサネッ ト 側に接続さ れる装置でイ ーサネッ ト 側に接続さ れる装置で BSCBSCプ ロ ト コ ルを管理する必要がありプ ロ ト コ ルを管理する必要があり

ま す。ま す。

従来のア プ リ ケーショ ン ソ フ ト で既に従来のア プ リ ケーショ ン ソ フ ト で既に BSCBSCプ ロ ト コ ルが組み込まれたものを 、プ ロ ト コ ルが組み込まれたものを 、LANLAN

に移行する よ う な場合に有効な仕様です。に移行する よ う な場合に有効な仕様です。
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通信の例　通信の例　 (TCP(TCP//IPIPコ ネク ショ ン が既に開設さ れている と し ま す。コ ネク ショ ン が既に開設さ れている と し ま す。))

BSCから イ ーサネッ ト へ

データ パケッ ト [イーサヘッ ダ +ENQ]

SYN EOT PAD

データ パケッ ト [イ ーサヘッ ダ +STX 電文 ETX]

データ パケッ ト [イーサヘッ ダ +ACK1]

イ ーサACKパケッ ト

データ パケッ ト [イーサヘッ ダ +EOT]

イ ーサACKパケッ ト

SYN ENQ PAD

SYN ACK0 PAD

SYN STX 電文 ETX BCC PAD

SYN ACK1 PAD

→

←

→

←

イーサACKパケッ ト

←

→

イーサACKパケッ ト

→データ パケッ ト [イ ーサヘッ ダ +ACK0]

←

イーサACKパケッ ト

←

→

←

←

→

→

←

SYN NAK PAD

SYN STX 電文 ETX BCC PAD←

→

BSCから の電文が

BCCエラ ーの場合

（ イーサネッ ト へは出力されない）

Enet-B

イ ーサネッ ト 側 BSC側

イ ーサネッ ト から BSCへ

データ パケッ ト [イーサヘッ ダ +ENQ]

SYN EOT PAD

Enet-B
データ パケッ ト [イ ーサヘッ ダ +STX 電文 ETX]

データ パケッ ト [イーサヘッ ダ +ACK1]

イ ーサACKパケッ ト

データパケッ ト [イーサヘッ ダ +EOT]

イ ーサACKパケッ ト

SYN ENQ PAD

SYN ACK0 PAD

SYN STX 電文 ETX BCC PAD

SYN ACK1 PAD

→

←

→

←

イーサACKパケッ ト ←

→

イーサACKパケッ ト →

データ パケッ ト [イーサヘッ ダ +ACK0]←

イーサACKパケッ ト ←

→

→

←

→

→

←
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　　 22 --44 --22　 逐一変換機能モ ード に する 設定方法　 逐一変換機能モ ード に する 設定方法

プ ロ グ ラ ムモ ード のプ ロ グ ラ ムモ ード の TRANSTRANSの項目で指定し ます。の項目で指定し ます。

　　 TRANSTRANS＝＝AA　 と する こ と で逐一変換　 と する こ と で逐一変換 ( (パケ ッ ト ス ルーパケ ッ ト ス ルー ) ) モ ード と なり ま す。モ ード と なり ま す。

◆◆ BSCBSC関係の有効な項目関係の有効な項目

TRANSTRANS＝＝AAの設定と するの設定と する

BPSBPS ：： BSCBSCの通信速度の通信速度

BCCBCC ：： CRC16CRC16//CCITT (CCITT (必ず必ず BSCBSC通信に一致する方を選択通信に一致する方を選択))

CODECODE ：： EBCDICEBCDIC//JIS8 (JIS8 (必ず必ず BSCBSCの制御コ ード 系に一致する方を選択の制御コ ード 系に一致する方を選択))

DUPDUP ：： FULLFULL//HALFHALF

EOTEOT ：： EOTEOT//DISCDISC

T1T1 ：： STXSTX～～ETXETX ま でのタ イ ムア ウ トま でのタ イ ムア ウ ト

T4T4 ：： 受信テキス ト 挿入の受信テキス ト 挿入の SYNSYN タ イ ムア ウ トタ イ ムア ウ ト

T10T10 ：： 送信不可能監視タ イ ムア ウ ト送信不可能監視タ イ ムア ウ ト

N5N5 ：： 送信先頭に付加する送信先頭に付加する SYNSYN の数の数

OPENOPEN＝＝AUTOAUTO ：： BSCBSCからから ENQENQ受信時に受信時に TCPTCP//IPIP未開設なら 開設を実行し ま す。未開設なら 開設を実行し ま す。

OPENOPEN＝＝NONNON ：： TCPTCP//IPIP未開設での未開設での BSCBSC受信には受信には DISCDISCを返し ま す。を返し ま す。

　　 (OPEN(OPEN ＝＝LINELINE では使用出来ません。では使用出来ません。 設定し ないで下さ い。設定し ないで下さ い。))

上記以外の設定項目は意味を持ちません。上記以外の設定項目は意味を持ちません。

◆◆ イ ーサネッ ト 関係の無効な項目イ ーサネッ ト 関係の無効な項目

TCPDTCPD は無効です。は無効です。

そ の他の項目は有効です。そ の他の項目は有効です。

２ －５ 　２ －５ 　 I CM PI CM P の受信の受信

Enet-BEnet-Bは、は、TCPTCP//IPIPチ ャ ン ネルにチャ ン ネルに ICMPICMPエ ラ ーメ ッ セージを受信する と 、エ ラ ーメ ッ セージを受信する と 、ICMP MSGICMP MSG

のの LEDLED を点灯さ せ、を点灯さ せ、 そ の状況を知ら せま す。そ の状況を知ら せま す。

こ の時、こ の時、 Enet-BEnet-Bは、は、 BSCBSCチ ャ ン ネルへチャ ン ネルへ EOTEOTを送信し 、を送信し 、 BSCBSC機器と の回線を切断し機器と の回線を切断し

ま す。ま す。TCPTCP//IPIPチ ャ ン ネルへはチャ ン ネルへは RSTRSTパケ ッ ト を送信し 、パケ ッ ト を送信し 、通信相手機器と のコ ネク ショ通信相手機器と のコ ネク ショ

ン を終了し ま す。ン を終了し ま す。

ま た 、ま た 、受信し た受信し た ICMPICMPエ ラ ーメ ッ セージの内容はエ ラ ーメ ッ セージの内容は EEPROMEEPROM に保存さ れ、に保存さ れ、保存さ れた保存さ れた

メ ッ セージが消える ま でメ ッ セージが消える ま でLEDLEDは点灯し 続けます。は点灯し 続けます。 ( (次回電源投入時、次回電源投入時、リ セッ ト 後もリ セッ ト 後も ) ) 保保

存さ れた存さ れた ICMPICMPエ ラ ーメ ッ セージの消去については、エ ラ ーメ ッ セージの消去については、 [4 [4--22--7] 7] を 参照下さ い。を参照下さ い。

なお、なお、ICMPICMPのの LEDLEDが点灯し ていても コ ネク ショ ン を再開し て伝送する こ と は可能でが点灯し ていても コ ネク ショ ン を再開し て伝送する こ と は可能で

す。す。
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Enet-BEnet-Bは、は、 通信相手機器の発行する通信相手機器の発行する ICMPICMPのの echoecho要求に対し て応答し ま す。要求に対し て応答し ま す。 通信通信

相手機器の相手機器の UNIXUNIX ワ ーク ス テーショ ン よ りワ ーク ス テーショ ン よ り  " p ing  "  " p ing  " コ マ ン ド を発行する こ と によ り 、コ マ ン ド を発行する こ と によ り 、

Enet-BEnet-B と の通信状態を確認する こ と が出来ます。と の通信状態を確認する こ と が出来ます。

サン マ イ ク ロ 社製サン マ イ ク ロ 社製SPARC sta tion2SPARC sta tion2 を 使用し たを 使用し た  " p ing  "  " p ing  " の例の例

% Ping  % Ping  --s ENETs ENET--BB

PING  ENETPING  ENET--B : 56 d a ta  b ytesB : 56 d a ta  b ytes

64b ytes from  ENET64b ytes from  ENET--B (192. 9 . 200. 100) :  icmp _ seq = 0. time2.msecB (192. 9 . 200. 100) :  icmp _ seq = 0. time2.msec

64b ytes from  ENET64b ytes from  ENET--B (192. 9 . 200. 100) :  icmp _ seq = 1. time2.msecB (192. 9 . 200. 100) :  icmp _ seq = 1. time2.msec

64b ytes from  ENET64b ytes from  ENET--B (192. 9 . 200. 100) :  icmp _ seq = 2. time2.msecB (192. 9 . 200. 100) :  icmp _ seq = 2. time2.msec

64b ytes from  ENET64b ytes from  ENET--B (192. 9 . 200. 100) :  icmp _ seq = 3. time2.msecB (192. 9 . 200. 100) :  icmp _ seq = 3. time2.msec

^ c^ c

------ENET------ENET--B PING Statistics------B PING Statistics------

4 p ackets transm itted , 4 p ackets receieved , 0%  p acket loss4 p ackets transm itted , 4 p ackets receieved , 0%  p acket loss

roundround --trip  (ms) m intrip  (ms) m in//avfavf//max = 2max = 2//22//22

%%

%%

※※ " echo" echo//hosts " hosts " と いう フ ァ イ ルに接続確認し たいと いう フ ァ イ ルに接続確認し たい Enet-BEnet-Bのの IPIPア ド レ ス と 機器名ア ド レ ス と 機器名

を既に登録し ていま す。を既に登録し ていま す。

※※ " ping  " " p ing  " コ マ ン ド の詳細については、コ マ ン ド の詳細については、 各ワ ーク ス テーショ ン のマ ニ ュ ア ルを参照各ワーク ス テーショ ン のマ ニ ュ ア ルを参照

下さ い。下さ い。

ご 注意ご 注意 Information Request Information Request //ReplyReply

Timestamp Timestamp //Timestamp ReplyTimestamp Reply

Address Mask Request Address Mask Request //Reply Reply に は対応し ており ま せん。には対応し ており ま せん。

Enet-BEnet-B の受信可能なの受信可能な ICMPICMPエ ラ ーメ ッ セージは、エ ラ ーメ ッ セージは、 以下の通り です。以下の通り です。

タ イ プタ イ プ 33 Destina tion  Unreacheab leDestina tion  Unreacheab le

タ イ プタ イ プ 44 Source QuenchSource Quench

タ イ プタ イ プ 55 Red irectRed irect

タ イ プタ イ プ 111 1 Tim e Exceed edTim e Exceed ed

タ イ プタ イ プ 121 2 Pa ram eter Prob lemPa ram eter Prob lem

※※ ICMPICMPエ ラ ーメ ッ セージを受信し た以降の通信については、エ ラ ーメ ッ セージを受信し た以降の通信については、シス テム管理者システム管理者 ( (ス ースー

パユーザパユーザ) ) 等と 相談し て対応し て下さ い。等と 相談し て対応し て下さ い。

尚、尚、 タ イ プタ イ プ 33 のエ ラ ーの場合は、のエ ラ ーの場合は、 コ ード 別のエ ラ ーメ ッ セージが保存さ れます。コ ード 別のエ ラ ーメ ッ セージが保存さ れます。
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  第３ 章第３ 章　 機器の接続　 機器の接続

３ －１ 　３ －１ 　 TCPTCP//I PI P チ ャ ン ネル の接続チ ャ ン ネル の接続

　　 33--11--11　　 AU IAU I イ ン タ ー フ ェ イ ス ピ ン ア サイ ンイ ン タ ー フ ェ イ ス ピ ン ア サイ ン

　　 33--11--22　　 10Ba seT10Ba seT イ ン タ ー フ ェ イ ス ピ ン ア サイ ンイ ン タ ー フ ェ イ ス ピ ン ア サイ ン

Enet-BEnet-Bのの TCPTCP//IPIP チ ャ ン ネルイ ン タ ーフ ェ イ スはチャ ン ネルイ ン タ ーフ ェ イ スは 22 種類のど ち ら かを使用し ま す。種類のど ち ら かを使用し ま す。

AUIAUI ポートポート  (Dsub15 (Dsub15 ピ ン メ スピ ン メ ス ) ) は市販他社製イ ーサネッ ト ト ラ ン シーバを介し て、は市販他社製イ ーサネッ ト ト ラ ン シーバを介し て、

10Base210Base2、、 10Base510Base5 のイ ーサネッ ト に接続し て下さ い。のイ ーサネッ ト に接続し て下さ い。

10BaseT (10BaseT (モ ジュ ラ コ ネク タモ ジュ ラ コ ネク タ ) ) はは 10BaseT10BaseTのハブ に接続し て下さ い。のハブ に接続し て下さ い。

ご 注意ご 注意 両方同時に使用し ないでく だ さ い。両方同時に使用し ないでく だ さ い。

→は本機から の出力→は本機から の出力

←は本機への入力←は本機への入力

そ の他のピ ン は未接続そ の他のピ ン は未接続

→は本機から の出力→は本機から の出力

←は本機への入力←は本機への入力

ピ ン番号 信号名 方向 説明

2 制御入力＋ ← 衝突表示線＋

3 データ 出力＋ → 送信線＋

5 データ 入力＋ ← 受信線＋

6 電流コ モ ン － 電源の共通帰線

9 制御入力－ ← 衝突表示線－

10 データ 出力－ → 送信線－

12 データ 入力－ ← 受信線－

13 正電圧 → 電源 (＋12V)

ピ ン 番号 信号名 方向 説明

1 データ 出力＋ → 送信線＋

2 データ 出力－ → 送信線－

3 データ 入力＋ ← 受信線＋

4 NC － 未接続　

5 NC － 未接続　

6 データ 入力－ ← 送信線－

7 NC － 未接続　

8 NC － 未接続　
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３ －２ 　３ －２ 　 B SCB SC チ ャ ン ネ ルの接続チ ャ ン ネ ルの接続

　　 33--22--11　　 BSCBSC チ ャ ン ネ ルピ ン ア サイ ンチ ャ ン ネ ルピ ン ア サイ ン

　　 33--22--22　　 BSCBSC 信号名信号名

方向→は本機から の出力方向→は本機から の出力

方向←は本機への入力方向←は本機への入力

そ の他のピ ン は未接続そ の他のピ ン は未接続

Enet-BEnet-B のの BSCBSC チ ャ ン ネルは、チ ャ ン ネルは、 DTEDTE 配列と なっ ていま す。配列と なっ ていま す。

ピ ン番号 信号名 方向

1 FG －

2 TXD →

3 RXD ←

4 RTS →

5 CTS ←

6 DSR ←

7 SG －

8 CD ←

15 ST2 ←

17 RXC ←

20 DTR →

24 ST1 →

ピ ン番号 信号名 回路符号 JIS 説　 　 明

1 F.G AA FG 　 フ レ ームグ ラ ン ド

2 TXD BA SD 　 送信データ

3 RXD BB RD 　 受信データ

4 RTS CA RS 　 送信要求

5 CTS CB CS 　 送信可能

6 DSR CC DR 　 データ セッ ト レ ディ

7 S.G AB SG 　 シグナルグ ラ ン ド

8 CD CF CD 　 キャ リ ア検出

15 ST2 DB ST2 　 送信信号エ レ メ ン ト タ イ ミ ン グ

17 RXC DD RT 　 受信信号エ レ メ ン ト タ イ ミ ン グ

20 DTR CD ER 　 データ 端末レディ

24 ST1 DA ST1 　 送信信号エ レ メ ン ト タ イ ミ ン グ
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　　 33--22--33　　 BSCBSC 機器への接続機器への接続

◆◆ 外部機器が外部機器が DTEDTE の時　 →　 ク ロ ス ケーブ ルで接続するの時　 →　 ク ロ ス ケーブ ルで接続する

◆◆ 外部機器が外部機器が DCEDCEの時　 →　 ス ト レ ート ケーブ ルで接続するの時　 →　 ス ト レ ート ケーブ ルで接続する

Enet-B 外部機器(GND)

(C D)

(ST1 )

(TXD )

(RXD)

(RTS)

(CTS)

(DSR)

(GND)

(ST2 )

(RXC)

(DTR)

1

2

3

4

5

6

7

8

15

17

20

24

(GND)

(C D)

(ST1 )

(TXD )

(RXD)

(RTS)

(CTS)

(DSR)

(GND)

(ST2 )

(RXC)

(DTR)

1

2

3

4

5

6

7

8

15

17

20

24

Enet-B 外部機器(GND)

(C D)

(ST1 )

(TXD )

(RXD)

(RTS)

(CTS)

(DSR)

(GND)

(ST2 )

(RXC)

(DTR)

1

2

3

4

5

6

7

8

15

17

20

24

(GND)

(C D)

(ST1 )

(TXD )

(RXD)

(RTS)

(CTS)

(DSR)

(GND)

(ST2 )

(RXC)

(DTR)

1

2

3

4

5

6

7

8

15

17

20

24
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３ －３ 　 接続テ ス ト３ －３ 　 接続テ ス ト

Enet-BEnet-Bは、は、 BSCBSCチ ャ ン ネル、チ ャ ン ネル、 TCPTCP//IPIPチ ャ ン ネルそ れぞれ独立し た接続テス ト の機チャ ン ネルそ れぞれ独立し た接続テス ト の機

能を搭載し ていま す。能を搭載し ていま す。

　　 33--33--11　　 TCPTCP//IPIP チ ャ ン ネ ル接続テ ス トチ ャ ン ネ ル接続テ ス ト

　　 33--33--22　　 BSCBSC チ ャ ン ネ ル接続テ ス トチ ャ ン ネ ル接続テ ス ト

Enet-BEnet-B リ ア パネル部のリ ア パネル部の  [TEST SW]  [TEST SW] をを 33 秒以上押し 続ける と秒以上押し 続ける と STAT1STAT1 とと 22 のの LEDLED がが

点滅を開始し ま す。点滅を開始し ま す。 点滅し たら 離し て下さ い。点滅し たら 離し て下さ い。 　　 Enet-BEnet-Bは、は、 ネッ ト ワ ーク 通信相ネッ ト ワ ーク 通信相

手機器へ手機器へ ICMP echoICMP echo 要求を出力し ま す。要求を出力し ま す。 　　 echoecho要求出力中は、要求出力中は、 LED TEST STAT1,2LED TEST STAT1,2

が同時に点滅し ま す。が同時に点滅し ま す。 　 結果は、　 結果は、数数1010秒後に秒後に LED TEST STAT1,2LED TEST STAT1,2 の組合わせで表示の組合わせで表示

し ま す。し ま す。

尚、尚、 BSC-TCPBSC-TCP//IPIP間で通信中は、間で通信中は、 こ のテ ス ト ス イ ッ チを受け付けません。こ のテ ス ト ス イ ッ チを受け付けません。

通信し ていない場合で、通信し ていない場合で、 コ ネク シ ョ ン 開設中に こ のテ ス ト ス イ ッ チが押さ れる と 、コ ネク シ ョ ン 開設中に こ のテ ス ト ス イ ッ チが押さ れる と 、

コ ネク ショ ン は終了し ま す。コ ネク ショ ン は終了し ま す。　　 こ のテ ス ト 後は通常状態には自動復帰し ないので、こ のテ ス ト 後は通常状態には自動復帰し ないので、フフ

ロ ン ト パネル部ロ ン ト パネル部RESET SWRESET SW を押し て終了し て下さ い。を押し て終了し て下さ い。 　　 ICMPICMP出力を繰り 返すこ と出力を繰り 返すこ と

は可能です。は可能です。　　 BSCBSCチ ャ ン ネル側は無応答と なり 、チ ャ ン ネル側は無応答と なり 、BSCBSCチ ャ ン ネル接続テス ト も行チャ ン ネル接続テス ト も行

えま せん。えま せん。

Enet-BEnet-B リ ア パネル部のリ ア パネル部の  [TEST SW]  [TEST SW] をを 33 秒以内で、秒以内で、 押下し て下さ い。押下し て下さ い。

BSCBSCプ ロ ト コ ルに従い、プ ロ ト コ ルに従い、テ ス ト テキス ト を ス イ ッ チテ ス ト テ キス ト を ス イ ッ チ 11回の押下につき 、回の押下につき 、11回出力し ま回出力し ま

す。す。 テ ス ト テ キス ト フ ォ ーマ ッ ト は、テ ス ト テ キス ト フ ォ ーマ ッ ト は、

BSCBSC △△ TESTTEST △△ DATA DATA LFCR

((△はスペース 、△はスペース 、  LFCR   はキャ リ ッ ジリ タ ーン 、はキャ リ ッ ジリ タ ーン 、ラ イ ン フ ィ ードラ イ ン フ ィ ード ) ) です。です。

接続さ れている接続さ れている BSCBSC機器で受信するか確認を行っ て下さ い。機器で受信するか確認を行っ て下さ い。 　　 なお、なお、 BSC-TCPBSC-TCP//IPIP

間で通信中は、間で通信中は、こ のテ ス ト ス イ ッ チを受け付けません。こ のテ ス ト ス イ ッ チを受け付けません。　 テ キス ト　 テ キス ト 11回出力後は、回出力後は、通通

常状態に戻り ま す。常状態に戻り ま す。　 ま た 、　 ま た 、BSCBSCテ ス ト 中にテ ス ト 中に TCPTCP//IPIPチ ャ ン ネルに受信があっ た場合チャ ン ネルに受信があっ た場合

はは TCPTCP//IPIPチ ャ ン ネルへチャ ン ネルへ RSTRSTを発行し ま す。を発行し ま す。

STAT1 STAT2

点灯

交互点滅

点灯

滅灯

点灯

点灯

交互点滅

点灯

滅灯

(点滅)

ICMP echo 要求20回に対し て 20回の応答があっ た時(正常)

ICMP echo要求20回に対し て 1～20回未満応答があっ た時

ICMP echo 要求20回に対し て応答無し (0 ) の時

相手機器イ ーサネッ ト ア ド レ ス が未登録で、 ICMP echo要求前

に ARP要求を出力し たが無応答で、 相手機器を特定できない時

相手機器、 IPア ド レ ス等の設定必要項目が未設定の時
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  第４ 章　第４ 章　 通信条件の設定通信条件の設定

４ －１ 　 通信条件設定の為の接続４ －１ 　 通信条件設定の為の接続

Enet-BEnet-Bは、は、 リ ア パネル部のリ ア パネル部の  [PROG SW]  [PROG SW] を 押下する こ と によ り 、を押下する こ と によ り 、 Enet-BEnet-B の通信の通信

条件、条件、 各機能の設定を行う各機能の設定を行う  [ [プ ロ グ ラ ムモ ードプ ロ グ ラ ムモ ード ] ] に なり ま す。になり ま す。

こ の時こ の時Enet-BEnet-Bのの BSCBSCチ ャ ン ネルは、チ ャ ン ネルは、非同期非同期RS232CRS232C と し て動作し ま すので、と し て動作し ま すので、 タ ータ ー

ミ ナル機能を持つ端末ミ ナル機能を持つ端末 ( (パソ コ ン等パソ コ ン等) ) を 標準添付非同期を標準添付非同期RS232CRS232Cケーブ ルで接続し てケーブ ルで接続し て

く だ さ い。く だ さ い。

尚尚、、 標準添付のク ロ ス ケーブ ルは、標準添付のク ロ ス ケーブ ルは、 以下のピ ン ア サイ ン と なっ ていま す。以下のピ ン ア サイ ン と なっ ていま す。 こ のピ ンこ のピ ン

配列と 異なる機器を接続する場合は、配列と 異なる機器を接続する場合は、そ れぞれの機器のピ ン配列を参照し てケーブそ れぞれの機器のピ ン配列を参照し てケーブ

ルの結線を行っ て下さ い。ルの結線を行っ て下さ い。

外部機器が外部機器がDsub9Dsub9ピ ンピ ン DOS/VDOS/V機器等時　 →　 ク ロ ス ケーブ ルで接続する機器等時　 →　 ク ロ ス ケーブ ルで接続する  ( (標準添付標準添付))

外部機器が外部機器が DCEDCEの時　 →　 ス ト レ ート ケーブ ルで接続するの時　 →　 ス ト レ ート ケーブ ルで接続する

Enet-B 外部機器(GND)

(C D)

(TXD)

(RXD)

(RTS)

(CTS)

(DSR)

(GND)

(DTR)

1

2

3

4

5

6

7

8

20

(C D )

(CTS)

(RXD)

(TXD )

(DTR)

(GND)

(DSR)

(RTS)

(R I)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

(R I)22

※25ピ ン 1(FG)と 両コ ネク タ のシェ ルも接続さ れています。

Enet-B 外部機器(GND)

(C D)

(TXD)

(RXD)

(RTS)

(CTS)

(DSR)

(GND)

(DTR)

1

2

3

4

5

6

7

8

20

(GND)

(C D)

(TXD)

(RXD)

(RTS)

(CTS)

(DSR)

(GND)

(DTR)

1

2

3

4

5

6

7

8

20
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４ －２ 　 プ ロ グ ラ ム モ ー ド４ －２ 　 プ ロ グ ラ ム モ ー ド

　　 44 --22--11　 プ ロ グ ラ ムモ ー ド の起動　 プ ロ グ ラ ムモ ー ド の起動

接続するパソ コ ン が接続するパソ コ ン が WindowsWindowsの環境下にある場合は、の環境下にある場合は、標準添付のタ ーミ ナルソ フ ト標準添付のタ ーミ ナルソ フ ト

が使用出来ます。が使用出来ます。

こ の時のこ の時の BSCBSCチ ャ ン ネルの通信条件は固定です。チャ ン ネルの通信条件は固定です。接続する非同期機器の通信条件を接続する非同期機器の通信条件を

以下の条件に合わせて下さ い。以下の条件に合わせて下さ い。

通信速度通信速度：： 9600BPS9600BPS、、データ 長データ 長：： 88ビ ッ ト 、ビ ッ ト 、スト ッ プビ ッ トスト ッ プビ ッ ト ：： 11ビ ッ ト 、ビ ッ ト 、パリ テ ィパリ テ ィ ：： 無し無し

非同期機器と の接続、非同期機器と の接続、 通信条件の設定を終了後、通信条件の設定を終了後、 Enet-BEnet-B リ ア パネル部のリ ア パネル部の  [PROG [PROG

SW] SW] を 押下し て下さ い。を押下し て下さ い。 こ のス イ ッ チが押下さ れる とこ のス イ ッ チが押下さ れる と BSCBSC チ ャ ン ネルは、チ ャ ン ネルは、 Enet-BEnet-B

の通信条件、の通信条件、 各機能の設定用チャ ン ネルと なり 、各機能の設定用チャ ン ネルと なり 、 接続さ れた非同期機器へ現在の設接続さ れた非同期機器へ現在の設

定条件を表示し てプ ロ グ ラ ムモ ード定条件を表示し てプ ロ グ ラ ムモ ード  ( (設定編集モード設定編集モード ) ) に入り ま す。に入り ま す。

操作方法は、操作方法は、 [4 [4--22　 プ ロ グ ラ ムモ ード　 プ ロ グ ラ ムモ ード ] ] を 参照し て下さ い。を参照し て下さ い。

各設定項目の詳細は、各設定項目の詳細は、 [4 [4--33　 設定項目説明　 設定項目説明] ] を 参照し て下さ い。を参照し て下さ い。

ご 注意ご 注意 BSCBSCチ ャ ン ネルのま ま 、チ ャ ン ネルのま ま 、BSCBSCプ ロ ト コ ルによ る条件設定の変更は出来ませプ ロ ト コ ルによ る条件設定の変更は出来ませ

ん。ん。 必ず非同期機器を接続の上、必ず非同期機器を接続の上、 条件設定の変更を行っ て下さ い。条件設定の変更を行っ て下さ い。

[4[4--11　 通信条件設定の為の結線　 通信条件設定の為の結線] ] を 参考にし て非同期機器と 接続後、を参考にし て非同期機器と 接続後、Enet-BEnet-Bリ ヤパリ ヤパ

ネル部のネル部の  [PROG SW]  [PROG SW] を 押下し ま す。を押下し ま す。

非同期機器へ非同期機器へ <<<PROGRAM MODE>>><<<PROGRAM MODE>>> のメ ッ セージを送信し 、のメ ッ セージを送信し 、設定モード へ入っ設定モード へ入っ

たこ と を知ら せま す。たこ と を知ら せま す。こ のメ ッ セージに引き続いて現在設定さ れている内容を送信こ のメ ッ セージに引き続いて現在設定さ れている内容を送信

し ま す。し ま す。

こ の時、こ の時、 非同期機器上で動作する ソ フ ト は、非同期機器上で動作する ソ フ ト は、標準添付のタ ーミ ナルソ フ ト のよ う に標準添付のタ ーミ ナルソ フ ト のよ う に

送信さ れてき たメ ッ セージ、送信さ れてき たメ ッ セージ、現在の設定状況を現在の設定状況を CRTCRTへ表示出来る機能を持つこ と をへ表示出来る機能を持つこ と を

お薦めし ま す。お薦めし ま す。

Enet-B

TCP/IP

チ ャ ン ネル

BSC

チ ャ ン ネル
PC

標準添付非同期

RS232Cク ロ ス ケーブ ル

TERM WIN CD-R
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　　 44--22--22　 コ マ ン ド　 コ マ ン ド

ま た 、ま た 、 こ の後の設定値の変更もすべて対話形式になっ ており 、こ の後の設定値の変更もすべて対話形式になっ ており 、 画面に表示さ れる設画面に表示さ れる設

定項目、定項目、 内容を確認し ながら の入力と なり ま す。内容を確認し ながら の入力と なり ま す。

以下の設定に関する記述は、以下の設定に関する記述は、全て標準添付のタ ーミ ナルソ フ ト を使用し ての解説と全て標準添付のタ ーミ ナルソ フ ト を使用し ての解説と

なり ま す。なり ま す。

ご 参考ご 参考 WindowsWindows マ シン では、マ シン では、 OSOS標準添付のハイ パータ ーミ ナルが使用出来ます。標準添付のハイ パータ ーミ ナルが使用出来ます。

こ の場合、こ の場合、EnterEnterキーでキーで   LFCR   コ ード が出る よ う にコ ード が出る よ う に  [ [行末に改行文字を付けな行末に改行文字を付けな

いい ] ] と し て く だ さ い。と し て く だ さ い。

設定条件の変更は、設定条件の変更は、 タ ーミ ナルから のコ マ ン ド によ り 行いま す。タ ーミ ナルから のコ マ ン ド によ り 行いま す。

ASCIIASCII 文字列から なる コ マ ン ド は最後に文字列から なる コ マ ン ド は最後に CRCR とと LF (LF (キ ャ リ ッ ジリ タ ー ン ／ラ イ ンキャ リ ッ ジリ タ ー ン ／ラ イ ン

フ ィ ードフ ィ ード ) ) のの 22 キャ ラ ク タ を付ける必要があり ま す。キャ ラ ク タ を付ける必要があり ま す。

こ のマ ニ ュ ア ルではこ のマ ニ ュ ア ルでは CRCR＋＋LFLFをを   LFCR   で表し ま す。で表し ま す。

　　 44--22--33　 設定状況表示　 設定状況表示

現在設定さ れている内容は、現在設定さ れている内容は、 プ ロ グ ラ ムモ ード 中いつでも確認でき ま す。プ ロ グ ラ ムモ ード 中いつでも確認でき ま す。

タ ーミ ナルから コ マ ン ド 文字列の付かないタ ーミ ナルから コ マ ン ド 文字列の付かない  LFCR   のみを送信する事によ り そ の時の設のみを送信する事によ り そ の時の設

定内容を表示し ます。定内容を表示し ま す。

((標準添付のタ ーミ ナルソ フ ト は、標準添付のタ ーミ ナルソ フ ト は、 リ タ ーン キーの設定をリ タ ーン キーの設定を CRCRのみかのみか CRCR＋＋LFLFかに設かに設

定する こ と が出来ます。定する こ と が出来ます。 タ ーミ ナルソ フ ト では、タ ーミ ナルソ フ ト では、 CRCR＋＋LFLFに設定後、に設定後、 リ タ ーン キーリ タ ーン キー

を押下する こ と によ り 設定内容の確認が容易に行えます。を押下する こ と によ り 設定内容の確認が容易に行えます。))

各項目はコ マ ン ド での入力と 同様な書式で表示さ れます。各項目はコ マ ン ド での入力と 同様な書式で表示さ れます。

但し 、但し 、 ESCESC キー押下げあるいはキー押下げあるいは END END LFCR   を 実行する ま では設定内容の決定と は見を実行する ま では設定内容の決定と は見

なさ れま せん。なさ れま せん。

ESCESCキー押下げあるいはキー押下げあるいは ENDENDコ マ ン ド の実行前に電源を切る と 、コ マ ン ド の実行前に電源を切る と 、そ れま での編集はそれま での編集は

無効と なり ま す。無効と なり ま す。
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　　 44--22--44　 編集方法　 編集方法

　　 44 --22--55　 プ ロ グ ラ ムモ ー ド の終了　 プ ロ グ ラ ムモ ー ド の終了

項目＝設定値項目＝設定値  LFCR   のの   様に入力し ま す。様に入力し ま す。

例例)) BPSBPS ＝＝ 96009600  LFCR

IDID ＝＝ EE  LFCR

BCCBCC ＝＝ CRC16CRC16  LFCR

規定さ れていないコ マン ド あるいは、規定さ れていないコ マン ド あるいは、設定不可能な値を入力し た場合設定不可能な値を入力し た場合 [ [？？] ] を返し ます。を返し ます。

設定値の変更はさ れませんので、設定値の変更はさ れませんので、再度コ マンド文字列や値を確認して入力し て下さ い。再度コ マンド文字列や値を確認して入力し て下さ い。

*** BSC ****** BSC ***

BPS=  9600BPS=  9600 TRANS=DTRANS=D BCC=CRC16BCC=CRC16 ID=DID=D MAX=1460MAX=1460

CODE=JIS8CODE=JIS8 DATA=JIS8DATA=JIS8 DUP=FULLDUP=FULL CD=DCD=D EOT=EEOT=E

T1=06.0T1=06.0 <RX:STX-BCC><RX:STX-BCC> T2=03.0T2=03.0 <TX:TEXT-ACK1><TX:TEXT-ACK1>

T3=03.0T3=03.0 <TX:ENQ-ACK0><TX:ENQ-ACK0> T4=03.0T4=03.0 <RX:TIME FILLER><RX:TIME FILLER>

T5=01.0T5=01.0 <TX:TIME FILLER><TX:TIME FILLER> T6=04.0T6=04.0 <RX:ACK0-TEXT><RX:ACK0-TEXT>

T7=04.0T7=04.0 <RX:ACK1-EOT><RX:ACK1-EOT> T8=03.0T8=03.0 <TX:WACK-ENQ><TX:WACK-ENQ>

T9=03.0T9=03.0 <TX:ENQ COL><TX:ENQ COL> T10=01.0T10=01.0 <TX:CHANNEL BUSY><TX:CHANNEL BUSY>

N1=08N1=08 <TX:ENQ for ACK0><TX:ENQ for ACK0> N2=03N2=03 <TX:TEXT for NAK><TX:TEXT for NAK>

N3=03N3=03 <RX:NAK for NG TEXT><RX:NAK for NG TEXT> N4=03N4=03 <TX:ENQ for NO ANSWER><TX:ENQ for NO ANSWER>

N5=05N5=05 <TX:The number of SYN><TX:The number of SYN> N6=05N6=05 <TX:ENQ for WACK><TX:ENQ for WACK>

ID1=ID1= <RX_ TEXT:ENQ><RX_ TEXT:ENQ> ID2=ID2= <TX_ TXT:ENQ><TX_ TXT:ENQ>

ID3=ID3= <TX_ TEXT:ACK0><TX_ TEXT:ACK0> ID4=ID4= <RX_TEXT:ACK0><RX_TEXT:ACK0>

OPEN=AUTO <OPEN MODE NON/AUTO/LINE>OPEN=AUTO <OPEN MODE NON/AUTO/LINE> TIM=03TIM=03 <TIMEOUT(min)><TIMEOUT(min)>

*** TCP ****** TCP ***

ETHER ADDRESSETHER ADDRESS 00:C0:84:02:F0:0100:C0:84:02:F0:01  IP ADDRESS IP ADDRESS STIPSTIP =192.9.200.01=192.9.200.01

HOST ETHER ADDRESSHOST ETHER ADDRESS 00:C0:84:01:F0:0F00:C0:84:01:F0:0F  HOST IP ADDRESS HOST IP ADDRESS HOSTHOST =192.9.200.1F=192.9.200.1F

SOURCE PORT NUMBERSOURCE PORT NUMBER STSP=0000STSP=0000  DEST PORT NUMBER DEST PORT NUMBER STDPSTDP =0000=0000

DATA TYPEDATA TYPE TCPD=JIS8TCPD=JIS8

NETWORK ADDRESSNETWORK ADDRESS NETM=0.0.0.0NETM=0.0.0.0 BRDA=255.255.255.255  DEFG=0.0.0.0BRDA=255.255.255.255  DEFG=0.0.0.0

表示例表示例))

ESC (1BHESC (1BH コ ードコ ード ) ) ある いはあるいは END END LFCR   でプ ロ グ ラ ムモ ード の終了動作に入り ま す。でプ ロ グ ラ ムモ ード の終了動作に入り ま す。

設定変更さ れた条件で設定変更さ れた条件で BSCBSC及び、及び、 TCPTCP//IPIPのポート が再イ ニ シャ ラ イ ズさ れま す。のポート が再イ ニ シャ ラ イ ズさ れま す。

非同期機器へ非同期機器へ <<<  BSC MODE >>><<<  BSC MODE >>> のメ ッ セージを返送する こ と によ り 、のメ ッ セージを返送する こ と によ り 、 プ ロ グ ラプ ロ グ ラ

ムモ ード を終了し 、ムモ ード を終了し 、BSCBSCチ ャ ン ネルが非同期チャ ン ネルが非同期RS232CRS232Cからから BSCBSCポート になっ たこ とポート になっ たこ と

を知ら せま す。を知ら せま す。

接続ケーブ ルを接続ケーブ ルを BSCBSC機器と の同期ケーブ ルに差し 替えて下さ い。機器と の同期ケーブ ルに差し 替えて下さ い。

以後、以後、 Enet-BEnet-B を介し たを介し た BSCBSC機器と機器と TCPTCP//IPIP機器間の通信が可能と なり ま す。機器間の通信が可能と なり ま す。
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一度変更さ れた通信条件は、一度変更さ れた通信条件は、EEPROMEEPROMに記録さ れますので、に記録さ れますので、電源を切っ ても そ の内電源を切っ ても そ の内

容は保持さ れ、容は保持さ れ、 次の電源投入から は同じ 設定で起動し ます。次の電源投入から は同じ 設定で起動し ます。

従っ て 、従っ て 、 設定内容の変更が生じ ない限り 、設定内容の変更が生じ ない限り 、 プ ロ グ ラ ムモ ード を使用する必要はありプ ロ グ ラ ムモ ード を使用する必要はあり

ま せん。ま せん。

設定変更が必要と なっ たら プ ロ グ ラ ムモ ード 起動から の一連の動作を繰り 返し 、設定変更が必要と なっ たら プ ロ グ ラ ムモ ード 起動から の一連の動作を繰り 返し 、再再

設定を行っ て下さ い。設定を行っ て下さ い。

設定変更は何度でも可能設定変更は何度でも可能 (EEPROM (EEPROM の繰り 返し 寿命の繰り 返し 寿命1010 万回以内万回以内) ) で、で、 設定終了まで設定終了まで

は、は、 EEPROMEEPROM への書込は行いません。への書込は行いません。

ご 注意ご 注意 BSCBSCモ ード に戻る と 設定編集や確認は出来なく なり ま すので終了前に設定モード に戻る と 設定編集や確認は出来なく なり ま すので終了前に設定

状況表示を し て再確認さ れる こ と を お奨めし ま す。状況表示を し て再確認さ れる こ と を お奨めし ま す。

　　 44 --22 --66　 全て の設定値を デフ ォ ル ト 値と する　 全て の設定値を デフ ォ ル ト 値と する

　　 44--22--77　　 EEPROMEEPROM に書き 込ま れたに書き 込ま れた ICM PICM P エ ラ ー メ ッ セージを 消去するエ ラ ー メ ッ セージを 消去する

プロ グ ラ ムモ ード 動作中に非同期機器からプ ロ グ ラ ムモ ード 動作中に非同期機器から DELE DELE LFCR   を実行する と 全ての設定値をを実行する と 全ての設定値を

デフ ォ ルト 値と し ま す。デフ ォ ルト 値と し ま す。

デフ ォ ルト 値はデフ ォ ルト 値は [4 [4--33　 設定項目説明　 設定項目説明] ] に デフ ォ ルト と 記述さ れていま す。にデフ ォ ルト と 記述さ れていま す。

<<<  DEFAULT >>><<<  DEFAULT >>> 表示に続いてデフ ォ ルト 値を表示し ま す。表示に続いてデフ ォ ルト 値を表示し ま す。

ご 注意ご 注意 全ての値をデフ ォ ルト と し ま すので、全ての値をデフ ォ ルト と し ま すので、重要な条件設定は事前にメ モ し ておく重要な条件設定は事前にメ モ し ておく

事を お奨めし ま す。事を お奨めし ま す。

プ ロ グ ラ ムモ ード 動作中に非同期機器からプ ロ グ ラ ムモ ード 動作中に非同期機器から CLRCLR△△ICMP ICMP LFCR  ( (△はスペース△はスペース ) ) を 実行を実行

する と 、する と 、 EEPROMEEPROM に書き込まれたに書き込まれた ICMPICMPエ ラ ーメ ッ セージを消去し ま す。エ ラ ーメ ッ セージを消去し ま す。

非同期機器から非同期機器から ESC (1BHESC (1BHコ ードコ ード ) ) ある いはあるいは END END LFCR   を 送信し て設定終了さ せないを送信し て設定終了さ せない

と 、と 、 EEPROMEEPROM から の消去は行いません。から の消去は行いません。

ICMPICMPエ ラ ーメ ッ セージについてはエ ラ ーメ ッ セージについては [2 [2--55　　 ICMPICMPの受信の受信] ] を 参考にし て下さ い。を参考にし て下さ い。
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４ －３ 　 設定項目説明４ －３ 　 設定項目説明

　　 44--33--11　　 BSCBSC 通信速度通信速度

　　 44--33--22　　 BSCBSC 透過／非透過透過／非透過

BSCBSCチ ャ ン ネルの通信速度を設定し ます。チ ャ ン ネルの通信速度を設定し ます。

通信速度の設定範囲は、通信速度の設定範囲は、 下記の下記の 1212 種類です。種類です。

BSCBSCチ ャ ン ネルへ出力するパケ ッ ト の透過／非透過を設定し ます。チ ャ ン ネルへ出力するパケ ッ ト の透過／非透過を設定し ます。

◆◆ 透過と し た場合透過と し た場合

TCPTCP//IPIPからから BSCBSC へ伝送する テキス ト を全てへ伝送するテキス ト を全て DLEDLE付と し ま す。付と し ま す。

DLEDLE付フ ォ ーマ ッ ト付フ ォ ーマ ッ ト DLEDLE　　 STXSTX　 テ キス ト 　　 テ キス ト 　 DLEDLE　　 ETXETX　　 BCCBCC

制御コ ード を含めたデータ の送信が可能と なり 、制御コ ード を含めたデータ の送信が可能と なり 、全てのキャ ラ ク タ の通信が可能全てのキャ ラ ク タ の通信が可能

です。です。

BSCBSC からから TCPTCP//IPIPへ伝送する テキス ト は透過型、へ伝送するテキス ト は透過型、 非透過型を問いません。非透過型を問いません。

◆◆ 非透過と し た場合非透過と し た場合

TCPTCPからから BSCBSC へ伝送する テキス ト にはへ伝送するテキス ト には DLEDLE が付き ま せん。が付き ま せん。

DLEDLE無し のフ ォ ーマ ッ ト無し のフ ォ ーマ ッ ト STXSTX　 テ キス ト 　　 テ キス ト 　 ETXETX　　 BCCBCC

従っ て 、従っ て 、 文字列等の通信に限ら れます。文字列等の通信に限ら れます。

BSCBSC からから TCPTCP//IPIPへ伝送する テキス ト は透過型、へ伝送するテキス ト は透過型、 非透過型を問いません。非透過型を問いません。

◆◆ 逐一変換と し た場合逐一変換と し た場合

[2[2--44　 逐一変換での伝送　 逐一変換での伝送] ] で解説する動作と なり ま す。で解説する動作と なり ま す。

通信速度 入力方法

19200

BPS50
75
110
150
200
300
600
1200
2400
4800
9600

BPS＝19200
BPS＝9600
BPS＝4800
BPS＝2400
BPS＝1200
BPS＝600
BPS＝300
BPS＝200
BPS＝150
BPS＝110
BPS＝75
BPS＝50 LFCR

LFCR

L FCR

L FCR

L FCR

L FCR

L FCR

L FCR

L FCR

L FCR

L FCR

L FCR

←デフ ォ ルト 値

入力方法透過性

透過と する
非透過と する
逐一変換と する

LFCRTRANS＝E
LFCRTRANS＝D
LFCRTRANS＝A

←デフ ォ ルト 値
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　　 44--33--33　　 CRCCRC 演算方式演算方式

　　 44--33--44　　 IDID 機能機能

　　 44--33--55　　 BSCBSC の制御コ ードの制御コ ード

　　 44--33--66　　 BSCBSC のテ キ ス ト コ ー ドのテ キ ス ト コ ー ド

BSCBSC送受信のテキス ト の送受信のテキス ト の CRCCRC演算方法を設定し ま す。演算方法を設定し ま す。

IDID機能モ ード を指定し ま す。機能モード を指定し ま す。

IDID 機能使用と し た場合は、機能使用と し た場合は、 ID1ID1、、 ID2ID2、、 ID3ID3、、 ID4ID4 に登録が必要と なり ま す。に登録が必要と なり ま す。

BSCBSCプ ロ ト コ ルで使用さ れる制御コ ード を設定し ま す。プ ロ ト コ ルで使用さ れる制御コ ード を設定し ま す。

BSCBSC送受信のテキス ト コ ード を設定し ま す。送受信のテキス ト コ ード を設定し ま す。

TCPTCP//IPIPテ キス ト コ ード と の組合わせでデータ コ ード の変換を行います。テキス ト コ ード と の組合わせでデータ コ ード の変換を行います。

但し 、但し 、 受信が透過テキス ト の場合は変換は行わず、受信が透過テキス ト の場合は変換は行わず、 そ のま ま伝送し ま す。そ のま ま伝送し ま す。

TCPTCP//IPIPテ キス ト コ ード の指定は、テキス ト コ ード の指定は、 [4 [4--33--20 TCP20 TCPテ キス ト コ ードテキス ト コ ード ] ] を 参照下さ い。を参照下さ い。

入力方法ID機能

使用し ない
使用する

LFCRID＝D
LFCRID＝E

←デフ ォ ルト 値

入力方法制御コ ード

ASCII(JIS8)
EBCDIC(英大小文字)
EBCDIK(英大文字,カ ナ )

LFCRDATA＝JIS8
LFCRDATA＝EBCSIC
LFCRDATA＝EBCDIK

←デフ ォ ルト 値

入力方法BCC

CRC16
CCITT

LFCRBCC＝CRC16
LFCRBCC＝CCITT

←デフ ォ ルト 値

※※ 生成多項式生成多項式

CRC16CRC16＝＝ xx1616+ x+ x1515+ x+ x22+ 1+1　　

CCITTCCITT＝＝ xx1616+ x+ x1212+ x+ x55+ 1+1

入力方法制御コ ード

ASCII(JIA8)
EBCDIC

LFCRCODE＝JIS8
LFCRCODE＝EBCDIC

←デフ ォ ルト 値
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　　 44--33--77　 半二重モ デムの　 半二重モ デムの RTSRTS//CTSCTS 制御制御

　　 44--33--88　　 CDCD 信号監視機能信号監視機能

組合わせと 変換組合わせと 変換

こ の機能が選択さ れていない場合は、こ の機能が選択さ れていない場合は、 Enet-BEnet-B のの RTSRTS出力は常に出力は常に HighHig h です。です。

こ の機能を選択する と 以下の動作と なり ま す。こ の機能を選択する と 以下の動作と なり ま す。

RTSRTS出力は通常出力は通常LowLow です。です。

Enet-BEnet-B から 出力の時、から 出力の時、 RTSRTS出力を出力を HighHig h と し ま す。と し ま す。 CTSCTSがが Hig hHig h である こ と を確認である こ と を確認

し てから 出力し ま す。し てから 出力し ま す。

こ の機能が選択さ れていない場合は、こ の機能が選択さ れていない場合は、 Enet-BEnet-B のの CDCD 入力は無視さ れます。入力は無視さ れます。

こ の機能を選択する と 以下の動作と なり ま す。こ の機能を選択する と 以下の動作と なり ま す。

CDCD 入力が入力が LowLow からから HighHig h に変化し た時にに変化し た時に BSCBSCの受信バッ フ ァ を ク リ ア し ま す。の受信バッ フ ァ を ク リ ア し ま す。

BSC DATA TCP / IP DATA 説明

　 JIS8 　 JIS8 　 変換し ない

　 BSC受信JIS8→EBCDIC

　 TCP受信EBCDIC→JIS8

　 BSC受信JIS8→EBCDIK

　 TCP受信EBCDIK→JIS8

　 BSC受信EBCDIC→JIS8

　 TCP受信JIS8→EBCDIC

　 EBCDIC 　 EBCDIC 　 変換し ない

　 EBCDIC 　 EBCDIK 　 変換し ない

　 BSC受信EBCDIK→JIS8

　 TCP受信JIS8→EBCDIK

　 EBCDIK 　 EBCDIC 　 変換し ない

　 EBCDIK 　 EBCDIK 　 変換し ない

　 JIS8 　 EBCDIC

　 JIS8 　 EBCDIK

　 EBCDIC 　 JIS8

　 EBCDIK 　 JIS8

入力方法CD監視機能

使用し ない
使用する

LFCRCD＝D
LFCRCD＝E

←デフ ォ ルト 値

入力方法半二重機能

使用し ない
使用する

LFCRDUP＝FULL
LFCRDUP＝HALF

←デフ ォ ルト 値
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　　 44--33--99　　 EOTEOT//D ISCD ISC 選択選択

異常事態等で通信を途中で終了する際に、異常事態等で通信を途中で終了する際に、BSCBSCチ ャ ン ネルへ出力する コ ード を選択チャ ン ネルへ出力する コ ード を選択

し ま す。し ま す。

EE が選択さ れている場合はが選択さ れている場合は EOTEOTを送出し ま す。を送出し ま す。

DD が選択さ れている場合はが選択さ れている場合は DISC (DLEDISC (DLE＋＋EOT) EOT) を 送出し ま す。を送出し ま す。

DD を選択し た場合は次の説明部分のを選択し た場合は次の説明部分の  [EOT [EOTを送るを送る ] ] をを  [DISC [DISC を送るを送る ] ] と 読み換えて下と 読み換えて下

さ い。さ い。  [2 [2--33--55、、 22--55、、 44--33--1313、、 44--4]4]

　　 44--33--1010　 送信テ ス ト の最大長設定　 送信テ ス ト の最大長設定

BSCBSCへ送信する テキス ト 長の最大長を指定し たい場合に設定し ま す。へ送信するテキス ト 長の最大長を指定し たい場合に設定し ま す。

BSCBSC接続機器側で受信テキス ト 長に制限がある場合に使用し ま す。接続機器側で受信テキス ト 長に制限がある場合に使用し ま す。

通常は通常は TCPTCP//IPIPの最大データ 長であるの最大データ 長である 1460 (1460 (デフ ォ ルトデフ ォ ルト ) ) と し ま す。と し ま す。

設定可能な最大値は設定可能な最大値は 14601460 です。です。

例例) MAX=1024 ) MAX=1024 LFCR BSCBSC テ キス ト 最大長をテキス ト 最大長を 1024Byte1024Byte にする 。にする 。

入力方法EOT/D I SC選択

EOTを選択
DISCを選択

LFCREOT＝E
LFCREOT＝D

←デフ ォ ルト 値

　　 44--33--1111　 各監視タ イ マ ー値　 各監視タ イ マ ー値

BSCBSCプ ロ ト コ ルの監視の為の各タ イ マ ー値を設定し ま す。プ ロ ト コ ルの監視の為の各タ イ マ ー値を設定し ま す。

タ イ マ ーはタ イ マ ーは 1010種類あり 、種類あり 、回数と の関係は回数と の関係は [4 [4--44　 タ イ マ ーと 回数の設定　 タ イ マ ーと 回数の設定] ] を 参照し てを参照し て

下さ い。下さ い。

TTに続いてタ イ マ ー番号、に続いてタ イ マ ー番号、 ＝に続いて設定値＝に続いて設定値  LFCR   の様に入力し ま す。の様に入力し ま す。

例例)) T2T2 ＝＝3.5 3.5 LFCR タ イ マ ー番号タ イ マ ー番号22 にに 3.53.5 秒を設定する秒を設定する

T10T10 ＝＝1 1 LFCR タ イ マ ー番号タ イ マ ー番号1010 にに 11 秒を設定する秒を設定する

数値の単位は、数値の単位は、 秒です。秒です。

整数部整数部22桁、桁、 小数部小数部11桁で桁で 0.10.1 秒から秒から 99.999.9 秒ま でのタ イ マ ーを設定する こ と が出来秒までのタ イ マ ーを設定する こ と が出来

ます。ま す。

設定値は設定値は 01.001.0 と 入力する必要がは無く 、と 入力する必要がは無く 、1010位桁の位桁の 00と 小数部のと 小数部の 00は省略する こ と がは省略する こ と が

可能です。可能です。
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　　 44--33--1212　 回数設定値　 回数設定値

BSCBSC プ ロ ト コ ルのリ ト ラ イ 回数とプ ロ ト コ ルのリ ト ラ イ 回数と SYNSYN送出回数を設定し ま す。送出回数を設定し ま す。

回数値は回数値は 66 種類あり 、種類あり 、 タ イ マ ーと の関係はタ イ マ ーと の関係は [4 [4--44　 タ イ マ ーと 回数の設定　 タ イ マ ーと 回数の設定] ] を 参照しを参照し

て下さ い。て下さ い。 NN に続いて回数項目番号、に続いて回数項目番号、 ＝に続いて設定値＝に続いて設定値  LFCR   の様に入力し ま す。の様に入力し ま す。

例例)) N1N1 ＝＝ 5 5 LFCR 回数項目番号回数項目番号 11 にに 55 回を 設定する 。回を 設定する 。

例例)) N4N4 ＝＝ 10 10 LFCR 回数項目番号回数項目番号 44 にに 1010 回を 設定する 。回を 設定する 。

整数部整数部22桁から なり桁から なり 00 からから 9999 ま での回数を設定する こ と が出来ます。ま での回数を設定する こ と が出来ます。

設定値は、設定値は、 0505 と 入力する必要は無く 、と 入力する必要は無く 、 1010 位桁の位桁の 00 は省略する こ と も可能です。は省略する こ と も可能です。

N1N1：： ENQENQ 再送の回数再送の回数

N2N2：： テ キス ト 送信に対するテキス ト 送信に対する NAKNAK応答に対する テキス ト 再送回数応答に対するテキス ト 再送回数

N3N3：： 受信データ エ ラ ーの場合の受信データ エ ラ ーの場合の NAKNAK送信回数送信回数

N4N4：： テ キス ト 送信での無反応に対するテキス ト 送信での無反応に対する ENQENQ送信回数送信回数

N5N5：： 送信の先頭に付加する送信の先頭に付加する SYNSYN の数の数

N6N6：： WACKWACK受信後、受信後、 無応答での無応答での ENQENQ を送信する回数を送信する回数

ご 注意ご 注意 送信の先頭に付加する送信の先頭に付加する SYNSYN は、は、 相手相手BSCBSC機器が同期を取るために必要な機器が同期を取るために必要な

キャ ラ ク タ コ ード です。キャ ラ ク タ コ ード です。同期を取るためには、同期を取るためには、22個以上の個以上の SYNSYNが必要になりが必要になり

ま すので、ま すので、 設定回数には注意が必要です。設定回数には注意が必要です。

例例))T2T2 がが 11 秒の場合秒の場合 T2=1T2= 1

　　 T1T1　　 ：： テ キス ト 受信でのテキス ト 受信での STXSTX～～BCCBCC ま でのタ イ ムア ウ トま でのタ イ ムア ウ ト

　　 T2T2　　 ：： テ キス ト 送信後、テキス ト 送信後、 ACK1 (0) ACK1 (0) を 受信する ま でのタ イ ムア ウ トを受信する ま でのタ イ ムア ウ ト

　　 T3T3　　 ：： ENQENQ送信後、送信後、 ACK0ACK0 を受信する ま でのタ イ ムア ウ トを受信する ま でのタ イ ムア ウ ト

　　 T4T4　　 ：： 受信テキス ト に挿入さ れる受信テキス ト に挿入さ れる SYNSYN のタ イ ムア ウ トのタ イ ムア ウ ト

　　 T5T5　　 ：： 送信テキス ト に挿入する送信テキス ト に挿入する SYNSYN の間隔の間隔

　　 T6T6　　 ：： ACK0ACK0送信後、送信後、 テキス ト の受信が始ま る ま でのタ イ ムア ウ トテ キス ト の受信が始ま る ま でのタ イ ムア ウ ト

　　 T7T7 ：： ACK1 (0) ACK1 (0) 送信後、送信後、 次のテキス ト ある いは次のテキス ト ある いは EOTEOT受信ま でのタ イ ムア ウ ト受信までのタ イ ムア ウ ト

　　 T8T8 ：： WACKWACK受信後、受信後、 ACKACK受信ま でのタ イ ムア ウ ト受信までのタ イ ムア ウ ト

　　 T9T9 ：： ENQENQ衝突以後の衝突以後の ENQENQ再送までの時間再送までの時間

  T10  T10 ：： 送信出力不可監視のタ イ ムア ウ ト送信出力不可監視のタ イ ムア ウ ト
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　　 44--33--1313　　 IDID 登録登録

IDID ＝＝E E LFCR   の場合に送信、の場合に送信、 あるいは受信時にチ ェ ッ ク さ れるあるいは受信時にチ ェ ッ ク さ れる IDID を 登録し ま す。を登録し ま す。

設定出来るのは、設定出来るのは、 文字、文字、 数字及び記号で、数字及び記号で、 最大最大1616 キャ ラ ク タ ま でです。キャ ラ ク タ ま でです。

設定は設定は ASCIIASCII コ ード で行いま すがコ ード で行いま すが CODECODE ＝＝EBCDIC EBCDIC LFCR   の場合は、の場合は、 こ のコ ード をこ のコ ード を

EBCDICEBCDICに変換し て送信と 受信がチェ ッ ク さ れま す。に変換し て送信と 受信がチェ ッ ク さ れま す。

IDID に続いて項目番号、に続いて項目番号、 ＝の次に文字列＝の次に文字列  LFCR   の様に入力し ま す。の様に入力し ま す。

＝の直後が＝の直後が  LFCR   の場合は、の場合は、 文字なし の設定と なり ま す。文字なし の設定と なり ま す。

例例)) ID1ID1 ＝＝ ABCD ABCD LFCR ID1ID1 をを ABCDABCD のの 44 文字と する文字と する

ID2ID2 ＝＝  LFCR ID 2ID 2 は文字なし の設定と するは文字なし の設定と する

各項目番号は次の様になり ま す。各項目番号は次の様になり ま す。

ID1ID1 BSCBSC からから TCPTCPへの伝送開始のへの伝送開始の ENQENQ先行の先行の IDID と チ ェ ッ ク すると チ ェ ッ ク する

ID2ID2 TCPTCPからから BSCBSCへの伝送開始のへの伝送開始の ENQENQ に先行し て付加するに先行し て付加する IDID

ID3ID3 ID2ID2 の承認の承認ACK0ACK0に先行し て付加さ れるに先行し て付加さ れる IDID と チ ェ ッ ク すると チ ェ ッ ク する

ID4ID4 ID1ID1 の一致の場合に承認と し て出力するの一致の場合に承認と し て出力する ACK0ACK0に先行し て付加するに先行し て付加する IDID

デフ ォ ルト は設定なし です。デフ ォ ルト は設定なし です。

テキス ト

PAD ENQ ID1 ・・SYN SYN

PAD ETX STX ・・SYN SYN

PADACK0ID4・・SYN SYN

PADACK1・・SYN SYN

PAD EOT ・・SYN SYN

テ キス ト

Enet-BBSCから TCP／IPへの伝送

TCP／IPから BSCへの伝送

テキスト

PADENQID2・・SYN SYN

PADETXSTX・・SYN SYN

PAD ACK0 ID3 ・・SYN SYN

PAD ACK1 ・・SYN SYN

PADEOT・・SYN SYN

テ キス ト

Enet-B



3434

第４ 章　 通信条件の設定第４ 章　 通信条件の設定

　　 44--33--1414　　 OPENOPEN モ ー ド 指定モ ード 指定

BSCBSC の状態での状態で TCPTCP//IPIPの開設、の開設、 切断を行う切断を行う 33種類のモ ード を指定し ま す。種類のモ ード を指定し ま す。

◆◆ AUTOAUTO モ ードモ ード

未開設時に未開設時にENQENQを受信した場合、を受信した場合、自動的に自動的にTCPTCP//IPIPを開設し てから 伝送を行います。を開設し てから 伝送を行います。

開設出来ない場合には開設出来ない場合には ENQENQ に対し てに対し て EOTEOTを送出し ま す。を送出し ま す。

BSCBSC にに DISC (DLEDISC (DLE＋＋EOT) EOT) を 受信し た場合にを受信し た場合に TCPTCP//IPIPを 終了し ま す。を終了し ま す。

BSCBSC側から の開設を実施し た場合は、側から の開設を実施し た場合は、双方から の伝送無し が双方から の伝送無し が TIMTIMで設定し た時間で設定し た時間

を超えた場合、を超えた場合、 切断し ま す。切断し ま す。

こ のモード では、こ のモード では、BSCBSC機器は機器はTCPTCP//IPIPの開設状態を意識する事無く 伝送が行えます。の開設状態を意識する事無く 伝送が行えます。

◆◆ LINELINE モ ードモ ード

DSRDSR入力で入力で TCPTCP//IPIP開設を制御し ま す。開設を制御し ま す。

ま た 、ま た 、 DTRDTR出力で開設状態を出力で開設状態を BSCBSC機器に知ら せま す。機器に知ら せま す。

TCPTCP//IPIPが未開設の状態ではが未開設の状態では DTRDTRはは LowLow、、 開設状態で開設状態で HighHig h です。です。

DSRDSR入力は入力は HighHig h の時、の時、 BSCBSC機器が通信可能と 見なし ま す。機器が通信可能と 見なし ま す。

DSRDSR がが LowLow からから HighHig h への変化でへの変化で TCPTCP//IPIPにに SYNSYN を送出し て開設を行います。を送出し て開設を行います。

DSRDSR がが HighHig h からから LowLow に変化する とに変化する と TCPTCP//IPIPにに FINFIN を 送出し て終了し ま す。を送出し て終了し ま す。

未開設時に未開設時に ENQENQを受信する とを受信する と NAKNAK を返送し て伝送不可を伝えます。を返送し て伝送不可を伝えます。

BSC側 TCP／IP側

テキス ト →

未開設状態
→ SYN

Enet-B

EOT →

← SYN/ACK

← ACK

ENQ →

ACK0 ←

ACK1 ←

開設状態と なる

開設状態を保持

→ テキス ト

FIN処理

BSC側から の開設／終了の例

BSC側開設要求 開設 開設中 BSC側終了要求
SYN

DSR

DTR

↓ ↓ ↓

TCP／IP側から の開設／終了の例

SYN受信 BSC機器了承 開設中 FIN受信
SYN処理 FIN処理↓↓↓

DSR

DTR
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◆◆ NONNON モ ードモ ード

Enet-BEnet-B からから TCPTCP//IPIP の開設、の開設、 終了は出来ません。終了は出来ません。

未開設時に未開設時に ENQENQ を受信する とを受信する と EOTEOTを返送し て伝送不可を伝えます。を返送し て伝送不可を伝えます。

入力方法OPENモ ード 指定

AUTOを選択
LINEを 選択
NONを選択

LFCROPEN＝AUTO
LFCROPEN＝LINE
LFCROPEN＝NON

←デフ ォ ルト 値

　　 44--33--1515　　 OPENOPEN モ ー ド で の タ イ マ ー値設定モ ー ド で のタ イ マ ー値設定

◆◆ AUTOAUTO モ ード 時モ ード 時

BSCBSC側から側から TCPTCP//IPIPを開設し た際の無伝送タ イ ムアウ ト の時間を開設し た際の無伝送タ イ ムアウ ト の時間 ( (分分) ) を設定し ます。を設定し ます。

設定時間を超えてど ち ら から も伝送無し の場合に設定時間を超えてど ち ら から も伝送無し の場合に TCPTCP//IPIPを 切断し ま す。を切断し ま す。

無用な開設接続を防止し ます。無用な開設接続を防止し ます。但し 、但し 、イ ーサネッ ト 側から 開設さ れた場合は主導イ ーサネッ ト 側から 開設さ れた場合は主導

権がイ ーサネッ ト 側にあるので切断し ま せん。権がイ ーサネッ ト 側にあるので切断し ま せん。

00 に設定し た場合は切断し ません。に設定し た場合は切断し ません。

デフ ォ ルト 値はデフ ォ ルト 値は 33 分分

◆◆ LINELINE モ ード 時モ ード 時

DSRDSR入力の変化の安定確認時間を設定し ます。入力の変化の安定確認時間を設定し ます。 ( (単位単位100msec)100msec)

こ の設定時間以上のこ の設定時間以上の LowLow ある いはあるいは HighHig h の持続で変化有り と し ま す。の持続で変化有り と し ま す。

一時的な信号ラ イ ン の不安定を防止し ま す。一時的な信号ラ イ ン の不安定を防止し ま す。

デフ ォ ルト 値はデフ ォ ルト 値は 200msec200msec

◆◆ NONNON モ ード 時モ ード 時

設定出来ません。設定出来ません。 表示も さ れま せん。表示も さ れま せん。

例例)) TIMTIM ＝＝3 3 LFCR AUTOAUTO モ ード ではモ ード では 33分、分、

LINELINE モ ード ではモ ード では 300msec300msec に設定し ま す。に設定し ま す。

　　 44--33--1616　　 TCP TCP 自機自機 IPIP ア ド レ スア ド レ ス

TCPTCP通信を行う 際の機器識別の為の自機の番号を設定し ま す。通信を行う 際の機器識別の為の自機の番号を設定し ま す。

IPIPア ド レ スはア ド レ スは 3232 ビ ッ ト で示さ れま す。ビ ッ ト で示さ れま す。

88ビ ッ ト ずつビ ッ ト ずつ   ．．  ( (ピ リ オ ドピ リ オ ド ) ) で区切り 、で区切り 、そ の各そ の各88ビ ッ ト を十進数で変換設定し ます。ビ ッ ト を十進数で変換設定し ます。

例例)) 80CB0411 (1680CB0411 (16 進進) ) はは 128. 203. 4 . 17128. 203. 4 . 17 と なり ま す。と なり ま す。

通信相手通信相手IP (HOST) IP (HOST) と 同じ 設定は出来ません。と 同じ 設定は出来ません。

255.255.255.255255.255.255.255 の設定は出来ません。の設定は出来ません。

例例)) STIPSTIP ＝＝ 128. 203. 4 . 17 128. 203. 4 . 17 LFCR デ フ ォ ル ト 設定はデフ ォ ル ト 設定は 0. 0 . 0 . 00 . 0 . 0 . 0
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　　 44--33--1818　　 TCPTCP ソ ース ポートソ ース ポート

　　 44--33--1919　　 TCPTCP デ ス ト ネ ーシ ョ ン ポー トデス ト ネ ーシ ョ ン ポー ト

ご 注意ご 注意 IPIPア ド レ スはネッ ト ワ ーク において機器を識別する番号です。ア ド レ スはネッ ト ワ ーク において機器を識別する番号です。 同一ネッ ト同一ネッ ト

ワ ーク 内に同じワ ーク 内に同じ IPIPア ド レ スは存在でき ま せん。ア ド レ スは存在でき ま せん。 IPIPア ド レ ス を設定する際にア ド レ ス を設定する際に

はシス テム管理者等はシステム管理者等 ( (ス ーパーユーザスーパーユーザ) ) に相談し て く だ さ い。に相談し て く だ さ い。

ソ ケ ッ ト 通信の送信元ポート 番号を設定し ま す。ソ ケ ッ ト 通信の送信元ポート 番号を設定し ま す。

1616進進44桁で示し ま す。桁で示し ま す。  (0 (0～～99、、 AA～～B)B)

例例)) STSPSTSP ＝＝ A10F A10F LFCR デ フ ォ ル ト 設定は　デ フ ォ ル ト 設定は　 000 00 00 0

ソ ケ ッ ト 通信の行き先ポート 番号を設定し ま す。ソ ケ ッ ト 通信の行き先ポート 番号を設定し ま す。

1616進進44桁で示し ま す。桁で示し ま す。  (0 (0～～99、、 AA～～B)B)

例例)) STDPSTDP ＝＝ 1234 1234 LFCR デ フ ォ ル ト 設定は　デ フ ォ ル ト 設定は　 000 00 00 0

ご 注意ご 注意 TCPTCPデス ト ネーショ ン ポート 番号を表示し た際、デス ト ネーショ ン ポート 番号を表示し た際、以前設定し た値と 異なる場以前設定し た値と 異なる場

合があり ま す。合があり ま す。

こ れは、こ れは、開設の都度、開設の都度、 SRC (SRC (ソ ース ポートソ ースポート ) ) を 変更するサーバから のを変更するサーバから の SYNSYNパパ

ケ ッ ト を受信し た時で、ケ ッ ト を受信し た時で、自動的に相手の自動的に相手の SRC (SRC (ソ ース ポートソ ースポート ) ) に書き変えてに書き変えて

開設するためです。開設するためです。

　　 44--33--1717　　 TCP TCP 通信相手通信相手 IPIP ア ド レ スア ド レ ス

TCPTCP通信を行う 相手機器の識別番号を設定し ます。通信を行う 相手機器の識別番号を設定し ます。

ア ド レ スの書式は自機ア ド レ スの書式は自機 IPIPと 同様です。と 同様です。

通信相手通信相手 IP (STIP) IP (STIP) と 同じ 設定は出来ません。と 同じ 設定は出来ません。

255.255.255.255255.255.255.255 の設定は出来ません。の設定は出来ません。

例例)) HOSTHOST ＝＝ 192. 9 . 200. 1 192. 9 . 200. 1 LFCR デ フ ォ ル ト 設定はデフ ォ ル ト 設定は 0. 0 . 0 . 00 . 0 . 0 . 0
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　　 44--33--2020　　 TCPTCP テ キス ト コ ー ドテ キス ト コ ー ド

TCPTCP送受信のテキス ト コ ード を指定し ま す。送受信のテキス ト コ ード を指定し ま す。

BSCBSCテ キス ト コ ード と の組合せでデータ コ ード の変換を行います。テキス ト コ ード と の組合せでデータ コ ード の変換を行います。

組合せでの変換タ イ プ は組合せでの変換タ イ プ は [4 [4--33--6 BSC6 BSCテ キス ト コ ードテキス ト コ ード ] ] を 参照し て下さ い。を参照し て下さ い。

入力方法制御コ ード

ASCII(JIS8)
EBCDIC(英大小文字)
EBCDIK(英大文字,カ ナ )

LFCRTCPD＝JIS8
LFCRTCPD＝EBCSIC
LFCRTCPD＝EBCDIK

←デフ ォ ルト 値

　　 44--33--2121　 ネ ッ ト マ ス ク の設定　 ネ ッ ト マ ス ク の設定

Enet-BEnet-Bが接続さ れたネッ ト ワ ーク のネッ ト マ ス ク 値を設定し ま す。が接続さ れたネッ ト ワ ーク のネッ ト マ ス ク 値を設定し ま す。

ア ド レ スの書式は、ア ド レ スの書式は、 自機自機 IP(STIP)IP(STIP)、、 通信相手機器通信相手機器 IP(HOST)IP(HOST)と 同様です。と 同様です。

255.255.255.255255.255.255.255 の設定は出来ません。の設定は出来ません。

例例)) NETMNETM ＝＝ 255 . 255 . 255 . 192  255 . 255 . 255 . 192  LFCR デ フ ォ ル ト 値はデフ ォ ル ト 値は   0 . 0 . 0 . 0  0 . 0 . 0 . 0

ご 注意ご 注意 後述後述 [4 [4--33--22 22 ブ ロ ード キャ ス ト ア ド レ スの設定ブロ ード キャ ス ト ア ド レ スの設定] ] 、、 [4 [4--33--23 23 デフ ォ ルト ゲーデフ ォ ルト ゲー

ト ウ ェ イ ア ド レ スの設定ト ウ ェ イ ア ド レ スの設定] ] に関連があり ま すので、に関連があり ま すので、こ ち ら も必ず読んだ上でこ ち ら も必ず読んだ上で

設定し て下さ い。設定し て下さ い。 ネッ ト マ ス ク 値の設定の際には、ネッ ト マ ス ク 値の設定の際には、 シス テム管理者システム管理者 ( (ス ース ー

パーユーザパーユーザ) ) 等に相談し て下さ い。等に相談し て下さ い。

　　 44 --33 --2222　 ブ ロ ー ド キ ャ ス ト ア ド レ ス の設定　 ブ ロ ー ド キ ャ ス ト ア ド レ ス の設定

Enet-BEnet-Bが接続さ れたネッ ト ワ ーク のブ ロ ード キャ ス ト ア ド レ ス値を設定し ま す。が接続さ れたネッ ト ワ ーク のブ ロ ード キャ ス ト ア ド レ ス値を設定し ま す。

ブ ロ ード キャ ス ト ア ド レ スは、ブ ロ ード キャ ス ト ア ド レ スは、前述で設定さ れたネッ ト マ ス ク 値と 、前述で設定さ れたネッ ト マ ス ク 値と 、STIPSTIPで設定さで設定さ

れた自機れた自機IPIPア ド レ ス と の論理積を取り 、ア ド レ ス と の論理積を取り 、そ の数値のホス ト 部を全てそ の数値のホス ト 部を全て 11に自動設定しに自動設定し

ます。ま す。

下記の例のよ う に任意の値に設定する事も可能です。下記の例のよ う に任意の値に設定する事も可能です。

ア ド レ スの書式は、ア ド レ スの書式は、 自機自機 IP (STIP)IP (STIP)、、 通信相手通信相手IP (HOST) IP (HOST) と 同様です。と 同様です。

例例)) BRDABRDA ＝＝ 192. 9 . 200 . 63  192. 9 . 200 . 63  LFCR デ フ ォ ル ト 値はデフ ォ ル ト 値は   255 . 255 . 255. 255  255 . 255 . 255. 255

ご 注意ご 注意 前述前述 [4 [4--33--21 21 ネ ッ ト マ ス ク の設定ネッ ト マ ス ク の設定] ] 、、 後述後述 [4 [4--33--23 23 デフ ォ ルト ゲート ウ ェデフ ォ ルト ゲート ウ ェ

イ ア ド レ スの設定イ ア ド レ スの設定] ] に関連があり ま すので、に関連があり ま すので、こ ち ら も必ず読んだ上で設定しこ ち ら も必ず読んだ上で設定し

て下さ い。て下さ い。 ブ ロ ード キャ ス ト ア ド レ スの設定の際には、ブ ロ ード キャ ス ト ア ド レ スの設定の際には、 シス テム管理者システム管理者

((ス ース ーパーユーザパーユーザ) ) 等に相談し て下さ い。等に相談し て下さ い。
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[4[4--33--21 21 ネ ッ ト マ ス ク の設定ネッ ト マ ス ク の設定] ] 、、 [4 [4--33--22 22 ブ ロ ード キャ ス ト ア ド レ スの設定ブ ロ ード キャ ス ト ア ド レ スの設定] ] 、、 [4 [4--33--

23 23 デフ ォ ルト ゲート ウ ェ イ ア ド レ スの設定デフ ォ ルト ゲート ウ ェ イ ア ド レ スの設定] ] が必要な場合の接続例を 、が必要な場合の接続例を 、後述後述 [4 [4--5 5 異異

なるネッ ト ワ ーク 間の通信なるネッ ト ワ ーク 間の通信] ] に記述し てあり ま すので参照し て下さ い。に記述し てあり ま すので参照し て下さ い。

補　 足補　 足 ETHER ADDRESSETHER ADDRESS とと HOST ETHER ADDRESSHOST ETHER ADDRESSは編集出来ません。は編集出来ません。

　　 ◆◆ ETHER ADDRESSETHER ADDRESS

　　 装置固有の番号で、装置固有の番号で、 出荷時に機器別に番号を決定し てあり ま す。出荷時に機器別に番号を決定し てあり ま す。

　　 弊社の弊社の EnetEnetシリ ーズはシリ ーズは IEEEIEEEよ り 取得の番号を各々よ り 取得の番号を各々11台づつに割り 当台づつに割り 当

てていま す。てていま す。

　　 ◆◆ HOST ETHER ADDRESSHOST ETHER ADDRESS

　　 通信相手アド レスで通信相手アド レスでHOSTHOSTの設定に一致した相手機器の番号と なり ます。の設定に一致した相手機器の番号と なり ます。

　　 Enet-BEnet-Bは、は、 55 組ま での組ま での IPIP--ETHERETHER 組み合わせを記録し ていま す。組み合わせを記録し ていま す。

　　 55 組の 記録に あ る な ら組の 記録に あ る な ら HOSTHOST の 設定で 対応す るの 設定で 対応す る HOST ETH ERHOST ETH ER

ADDRESSADDRESSを表示し ま す。を表示し ま す。

　　 今ま で通信し ていない今まで通信し ていない HOSTHOSTの場合はこ の項目はの場合はこ の項目は 00 と なり ま す。と なり ま す。

　　 通信を行っ て相手ア ド レ ス を取得する と こ の項目に表示さ れます。通信を行っ て相手ア ド レ ス を取得する と こ の項目に表示さ れます。

　　 44 --33 --2323　 デ フ ォ ル ト ゲ ー ト ウ ェ イ ア ド レ ス の設定　 デ フ ォ ル ト ゲ ー ト ウ ェ イ ア ド レ ス の設定

異なるネッ ト ワーク に接続さ れている通信機器相手と コ ネク ショ ン の開設を行う 場異なるネッ ト ワーク に接続さ れている通信機器相手と コ ネク ショ ン の開設を行う 場

合、合、 そ の通信経路を設定し ます。そ の通信経路を設定し ま す。

ア ド レ スの書式は、ア ド レ スの書式は、 自機自機IP (STIP) IP (STIP) 、、 通信相手通信相手IP (HOST) IP (HOST) と 同様です。と 同様です。

255.255.255.255255.255.255.255 の設定は、の設定は、 出来ません。出来ません。

例例)) DEFGDEFG ＝＝ 192. 9 . 200. 1 192. 9 . 200. 1 LFCR デ フ ォ ル ト 値はデ フ ォ ル ト 値は   0.0 . 0. 0  0 .0 . 0. 0

ご 注意ご 注意 前述前述 [4 [4--33--21 21 ネ ッ ト マ ス ク の設定ネッ ト マ ス ク の設定] ] 、、 [4 [4--33--22 22 ブ ロ ード キャ ス ト ア ド レ スのブ ロ ード キャ ス ト ア ド レ スの

設定設定] ] に関連があり ま すので、に関連があり ま すので、 こ ち ら も必ず読んだ上で設定し て下さ い。こ ち ら も必ず読んだ上で設定し て下さ い。

デフ ォ ルト ゲート ウ ェ イ ア ド レ スの設定の際には、デフ ォ ルト ゲート ウ ェ イ ア ド レ スの設定の際には、 シス テム管理者システム管理者 ( (ス ース ー

パーユーザパーユーザ) ) 等に相談し て下さ い。等に相談し て下さ い。
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４ －４ 　 タ イ マ ー と 回数の設定４ －４ 　 タ イ マ ー と 回数の設定

タ イ マ ーと 回数は、タ イ マ ーと 回数は、 プ ロ ト コ ルに基づいて関連があり ま す。プ ロ ト コ ルに基づいて関連があり ま す。 　　 こ こ では、こ こ では、 関連する関連する

設定値を時間的流れを絡めて説明し ま す。設定値を時間的流れを絡めて説明し ま す。　　 タ イ ムア ウ ト と リ ト ラ イ オ ーバで通信タ イ ムア ウ ト と リ ト ラ イ オ ーバで通信

不能と なる と 回線切断と なり ま す。不能と なる と 回線切断と なり ま す。　　 BSCBSCへはへは EOTEOTコ ード を送信し ま す。コ ード を送信し ま す。　　 TCPTCPへへ

はは RSTRSTを出力し てコ ネク ショ ン を切断し ま す。を出力し てコ ネク ショ ン を切断し ま す。

◆◆ 先行先行SYNSYN コ ードコ ード

N5N5：： 送信する制御コ ード 及びテキス ト に先行し て付加さ れる送信する制御コ ード 及びテキス ト に先行し て付加さ れる SYNSYN コ ード の数コ ード の数

◆◆ BSCBSCへの送信開設手順への送信開設手順

T3T3：： ENQENQ を送信し てからを送信し てから ACK0ACK0 を受信する ま でのタ イ ムア ウ トを受信する ま でのタ イ ムア ウ ト

N1N1：： ENQENQ 送信に関し た以下の場合に送信に関し た以下の場合に ENQENQ を再送する回数を再送する回数

T3T3 タ イ ムア ウ ト 後、タ イ ムア ウ ト 後、

ENQENQ送信に対し送信に対し NAKNAK を受信し た。を受信し た。

異なる異なる IDID付付ACK0ACK0 を受信し た。を受信し た。

N1N1 回の再送後でも上記条件と なっ たら回の再送後でも上記条件と なっ たら EOTEOTとと RSTRSTを送る 。を送る 。

◆◆ BSCBSCから の受信開設手順から の受信開設手順

T6T6：： ENQENQ受信に対し受信に対し ACK0ACK0 を送信し てから テキス ト 受信までのタ イ ムア ウ トを送信し てから テキス ト 受信までのタ イ ムア ウ ト

タ イ ムア ウ ト でタ イ ムア ウ ト で EOTEOTとと RSTRSTを送る 。を送る 。

◆◆ BSCBSCへのテキス ト 送信へのテキス ト 送信

T5T5：： 送信タ イ ムフ ィ ラ ー送信タ イ ムフ ィ ラ ー

送信テキス ト に送信テキス ト に SYNSYN コ ード を挿入する時間コ ード を挿入する時間

N2N2：： 送信し たテキス ト に対する送信し たテキス ト に対する NAKNAKを受信し た時テキス ト を再送する回数を受信し た時テキス ト を再送する回数

N2N2回再送後の回再送後の NAKNAK受信で受信で

T2T2：： 送信し たテキス ト に対する応答が無い場合のタ イ ムア ウ ト送信し たテキス ト に対する応答が無い場合のタ イ ムア ウ ト

N4N4：： T2T2 タ イ ムア ウ ト で催促のタ イ ムア ウ ト で催促の ENQENQ を送る回数を送る回数

N4N4 回の再送でも応答無し なら回の再送でも応答無し なら DISCDISC とと RSTRSTを送る 。を送る 。

　　 44 --33 --2424　 通信相手イ ーサネ ッ ト ア ド レ ス の削除　 通信相手イ ーサネ ッ ト ア ド レ ス の削除

プ ロ グ ラ ムモ ード 動作中に非同期機器からプ ロ グ ラ ムモ ード 動作中に非同期機器から DMAC DMAC LFCR   を 実行する と 、を実行する と 、Enet-BEnet-Bは一は一

度取得し た通信相手機器の度取得し た通信相手機器の IPIPア ド レ ス と イ ーサネッ ト ア ド レ スの対応ア ド レ ス と イ ーサネッ ト ア ド レ スの対応55組を全て消組を全て消

去し ま す。去し ま す。 イ ーサネッ ト ア ド レ ス については、イ ーサネッ ト ア ド レ ス については、 上記上記 [ [補足補足] ] を 参照し て下さ い。を参照し て下さ い。
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◆◆ BSCBSCから のテキス ト 受信から のテキス ト 受信

T1T1：： STXSTXを受信し てからを受信し てから BCCBCC を受信する ま でのタ イ ムア ウ トを受信する ま でのタ イ ムア ウ ト

T4T4：： 受信タ イ ムフ ィ ラ ー受信タ イ ムフ ィ ラ ー

受信テキス ト に挿入さ れる受信テキス ト に挿入さ れる SYNSYN コ ード のチ ェ ッ ク タ イ ムコ ード のチ ェ ッ ク タ イ ム

T4T4 タ イ ムア ウ ト 以内にタ イ ムア ウ ト 以内に SYNSYN の受信がないと データ エ ラ ーと なる 。の受信がないと データ エ ラ ーと なる 。

N3N3：： 受信テキス ト について以下の事象が発生し た場合の受信テキス ト について以下の事象が発生し た場合の NAKNAK送信回数送信回数

T1T1 タ イ ムア ウ トタ イ ムア ウ ト

T4T4 タ イ ムア ウ トタ イ ムア ウ ト

受信テキス ト の受信テキス ト の CRCCRC不一致不一致

受信エ ラ ー受信エ ラ ー  ( (オ ーバーラ ン等オーバーラ ン等))

N3N3 回の再送後でも上記条件と なっ たら回の再送後でも上記条件と なっ たら EOTEOTとと RSTRSTを送る 。を送る 。

◆◆ BSCBSCから の次の受信から の次の受信

T7T7：： テキス ト に対するテキス ト に対する ACK1 (ACK0) ACK1 (ACK0) を送信後次のテキス ト ある いはを送信後次のテキス ト ある いはEOTEOTを受信を受信

する ま でのタ イ ムア ウ トする ま でのタ イ ムア ウ ト

T7T7 経過し ても テキス ト か経過し ても テキス ト か EOTEOT受信が無い場合は受信が無い場合は EOTEOTとと RSTRSTを送る 。を送る 。

◆◆ WACKWACK受信受信

T8T8：： ENQENQ ある いはテキス ト 送信に対し て相手があるいはテキス ト 送信に対し て相手が WACKWACK で応答し て来た。で応答し て来た。

解除の解除のACK0 (ACK1) ACK0 (ACK1) の受信ま でのタ イ ムア ウ トの受信までのタ イ ムア ウ ト

N6N6：： T8T8 経過し ても応答無し なら経過し ても応答無し なら ENQENQ を送信する回数を送信する回数

N6N6 回実行後は回実行後は EOTEOTとと RSTRSTを送るを送る

◆◆ 同時受信同時受信

T9T9：： BSCBSC とと TCPTCPから 、から 、 同時に同時に ENQENQ受信と なっ た場合は、受信と なっ た場合は、 TCPTCP側が優先さ れる 。側が優先さ れる 。

そ の後のそ の後の ENQENQ送信までの時間を規定する 。送信までの時間を規定する 。

◆◆ BSCBSCへの送信待ちへの送信待ち

T10T10：： BSCBSC への送信可能かを チ ェ ッ ク する タ イ ムア ウ トへの送信可能かを チ ェ ッ ク する タ イ ムア ウ ト

送信データ があるのに送信データ があるのに T10T10 間出力不可なら 送信は停止さ れる 。間出力不可なら 送信は停止さ れる 。
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４ －５ 　 異なる ネ ッ ト ワ ー ク 間の通信４ －５ 　 異なる ネ ッ ト ワ ー ク 間の通信

Enet-BEnet-Bが接続さ れたネッ ト ワ ーク と 通信相手機器が接続さ れたネッ ト ワ ーク が異が接続さ れたネッ ト ワ ーク と 通信相手機器が接続さ れたネッ ト ワ ーク が異

なる場合、なる場合、 前述前述 [4 [4--33--21 21 ネ ッ ト マ ス ク の設定ネッ ト マ ス ク の設定] [4] [4--33--22 22 ブ ロ ード キャ ス ト ア ド レ スブ ロ ード キャ ス ト ア ド レ ス

の設定の設定] [4] [4--33--23 23 デフ ォ ルト ゲート ウ ェ イ の設定デフ ォ ルト ゲート ウ ェ イ の設定] ] が必要になり ま す。が必要になり ま す。

下記に異なるネッ ト ワ ーク に接続さ れた場合の接続例と 、下記に異なるネッ ト ワ ーク に接続さ れた場合の接続例と 、 こ の時のこ の時の Enet-BEnet-Bの各設の各設

定値を示し ま す。定値を示し ま す。

尚尚、、 こ の例では、こ の例では、 Ene t -BEne t -B の通信相手機器は、の通信相手機器は、 弊社姉妹機種でも ある弊社姉妹機種でも ある Ene t -REne t -R

(RS232C TCP(RS232C TCP//IPIPプ ロ ト コ ル変換器プ ロ ト コ ル変換器) ) と し ていま す。と し ていま す。

通信相手機器は、通信相手機器は、 UNIXUNIXマ シン等でも問題あり ま せん。マ シン等でも問題あり ま せん。

Enet-R No.1
IP=165.200.20.12

No.1
IP= 165.200.20.01
ルータ

ネッ ト ワ ーク

他ネッ ト へ

165.200.20.0

のサブ ネッ ト

165.200.50.0

のサブ ネッ ト

太線がコ ネク ショ ン開設経路

No.2

IP= 165.200.20.02

ルータ

No.3

IP=165.200.50.01

ルータ Enet-R No.2

IP=165.200.50.40

IP=165.200.50.30
Enet-B
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４ －６ 　 ネ ッ ト マ ス ク 値等設定時の４ －６ 　 ネ ッ ト マ ス ク 値等設定時の AR PAR P 応答応答

Enet-BEnet-Bは、は、 ネッ ト マ ス ク 、ネッ ト マ ス ク 、 ブ ロ ード キャ ス ト ア ド レ ス 、ブ ロ ード キャ ス ト ア ド レ ス 、 デフ ォ ルト ゲート ウ ェ イデフ ォ ルト ゲート ウ ェ イ

ア ド レ スが設定さ れている場合、ア ド レ スが設定さ れている場合、通信相手機器通信相手機器 ( (サーバサーバ) ) 、、ルータ 等によ り 発行さ れルータ 等によ り 発行さ れ

るる ARPARPブ ロ ード キャ ス ト ア ド レ ス に対し て、ブ ロ ード キャ ス ト ア ド レ ス に対し て、 以下の条件が一致する と 応答し ま す。以下の条件が一致する と 応答し ま す。

◆◆ 設定内容に関わら ず必ずチ ェ ッ ク さ れる も の設定内容に関わら ず必ずチ ェ ッ ク さ れる も の

ARPARPで問い合わせている タ ーゲッ トで問い合わせている タ ーゲッ ト IPIPと 自機と 自機IP (STIP) IP (STIP) の一致の一致

◆◆ ネッ ト マ ス ク の設定がある場合ネッ ト マ ス ク の設定がある場合

ARPARP発行元と 通信相手発行元と 通信相手IP (HOST) IP (HOST) と の一致　 も し く はと の一致　 も し く は

ARPARP発行元発行元IPIPと ブ ロ ード キャ ス ト ア ド レ スと ブ ロ ード キャ ス ト ア ド レ ス  (BRDA)  (BRDA) と の一致と の一致

◆◆ デフ ォ ルト ゲート ウ ェ イデフ ォ ルト ゲート ウ ェ イ  (DEFG)  (DEFG) の設定があり 、の設定があり 、 自機自機 IP (STIP) IP (STIP) と 通信相手と 通信相手IPIP

(HOST) (HOST) が異なるネッ ト ワ ークが異なるネッ ト ワ ーク IPIPア ド レ ス の場合ア ド レ スの場合

ARPARP発行元発行元IPIPと 通信相手Ｉと 通信相手Ｉ IP (HOST) IP (HOST) と の一致　 も し く はと の一致　 も し く は

ARPARP発行元発行元IPIPと ブ ロ ード キャ ス ト ア ド レ スと ブ ロ ード キャ ス ト ア ド レ ス  (BRDA)  (BRDA) と の一致　 も し く はと の一致　 も し く は

ARPARP発行元発行元IPIPと デフ ォ ルト ゲート ウ ェ イと デフ ォ ルト ゲート ウ ェ イ  (DEFG)  (DEFG) と の一致と の一致

Enet-REnet-R No.1 No.1 と 通信する場合のと 通信する場合の Enet-BEnet-B の設定例の設定例

*** BSC ****** BSC ***

BSCBSC側は省略側は省略

*** TCP ****** TCP ***

ETHER ADDRESSETHER ADDRESS 00:C0:84:02:F0:0100:C0:84:02:F0:01 IP ADDRESSIP ADDRESS STIP=165.200.50.30STIP=165.200.50.30

HOST ETHER ADDRESSHOST ETHER ADDRESS 00:00:00:00:00:0000:00:00:00:00:00 HOST IP ADDRESSHOST IP ADDRESS HOST=165.200.20.12HOST=165.200.20.12

SOURCE PORT NUMBERSOURCE PORT NUMBER STSP=9999STSP=9999 DEST PORT NUMBERDEST PORT NUMBER STDP=7777STDP=7777

DATA TYPEDATA TYPE TCPD=JIS8TCPD=JIS8

NETWORK ADDRESS  NETM=225.225.225.0  BRDA=165.200.50.255  DEFG=165.200.50.1NETWORK ADDRESS  NETM=225.225.225.0  BRDA=165.200.50.255  DEFG=165.200.50.1

Enet-BEnet-Bは、は、 上記のよ う な設定で、上記のよ う な設定で、 異なるネッ ト ワ ーク に接続さ れた異なるネッ ト ワ ーク に接続さ れた Enet-REnet-R No.1 No.1

のコ ネク ショ ン 開設要求に応じ ま す。のコ ネク ショ ン 開設要求に応じ ま す。

Enet-REnet-R No.2 No.2 と 通信する場合は、と 通信する場合は、 同一ネッ ト ワ ーク 内の通信と なり ま すので、同一ネッ ト ワ ーク 内の通信と なり ま すので、 ネッネッ

ト マ ス ク 、ト マ ス ク 、 ブ ロ ード キャ ス ト ア ド レ ス 、ブ ロ ード キャ ス ト ア ド レ ス 、 デフ ォ ルト ゲート ウ ェ イ ア ド レ スの設定はデフ ォ ルト ゲート ウ ェ イ ア ド レ スの設定は

不要です。不要です。 ( (そ れぞれデフ ォ ルト 値と し ま す。そ れぞれデフ ォ ルト 値と し ま す。))
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  第５ 章　第５ 章　 コ ード 表コ ード 表

５ －１ 　５ －１ 　 BSCBSC 伝送制御文字伝送制御文字

伝送制御文字 ASCII EBCDIC 説　 明

SYN 16 32 同期信号

SOH 01 01 ヘディ ン グ開始

STX 02 02 テ キス ト 開始

ETB 17 26 伝送ブ ロ ッ ク 終結

ITB 1F 1F 中間伝送ブ ロ ッ ク 終結

ETX 03 03 テ キス ト 終結

EOT 04 37 伝送終結

ENQ 05 2D 問い合わせ

DLE 10 10 伝送制御拡張

ACK0 10+30 10+70 肯定応答

ACK1 10+31 10+61 肯定応答

NAK 15 3D 否定応答

WACK 10+3B 10+ 6B 送信待機要求

RVI 10+ 3C 10+7C 反転中断

TTD 02+05 02+2D 一時テキス ト 遅延

DISC 10+04 10+37 回線切断
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５ －２ 　５ －２ 　 EBCD ICEBCD IC コ ー ド 表コ ー ド 表 ( (英小文字対応英小文字対応))

00 NUL 20 40 SP 60 - 80 A0 C0 { E0 $

01 SOH 21 41 61 / 81 a A1 C1 A E1

02 STX 22 42 62 82 b A2 s C2 B E2 S

03 ETX 23 43 63 83 c A3 t C3 C E3 T

04 24 44 64 84 d A4 u C4 D E4 U

05 HT 25 LF 45 65 85 e A5 v C5 E E5 V

06 26 ETB 46 66 86 f A6 w C6 F E6 W

07 DEL 27 ESC 47 67 87 g A7 x C7 G E7 X

08 28 48 68 88 h A8 y C8 H E8 Y

09 29 49 69 89 ｉ A9 z C9 I E9 Z

0A 2A 4A PON 6A 8A AA CA EA

0B VT 2B 4B . 6B , 8B AB CB EB

0C FF 2C 4C < 6C % 8C AC CC EC

0D CR 2D ENQ 4D ( 6D _ 8D AD CD ED

0E SO 2E ACK 4E + 6E > 8E AE CE EE

0F SI 2F BEL 4F ¦ 6F ? 8F AF CF EF

10 DLE 30 50 & 70 90 B0 D0 } F0 0

11 DC1 31 51 71 91 j B1 D1 J F1 1

12 DC2 32 SYN 52 72 92 k B2 D2 K F2 2

13 DC3 33 53 73 93 l B3 D3 L F3 3

14 34 54 74 94 m B4 D4 M F4 4

15 NL 35 55 75 95 n B5 D5 N F5 5

16 BS 36 56 76 96 o B6 D6 O F6 6

17 NUL 37 EOT 57 77 97 p B7 D7 P F7 7

18 CAN 38 58 78 98 q B8 D8 Q F8 8

19 EM 39 59 79 99 r B9 D9 R F9 9

1A 3A 5A ! 7A : 9A BA DA FA

1B 3B 5B ¥ 7B # 9B BB DB FB

1C FS 3C DC4 5C * 7C @ 9C BC DC FC

1D GS 3D NAK 5D ) 7D ’ 9D BD DD FD

1E RS 3E 5E ; 7E = 9E BE DE FE

1F US 3F SUB 5F ＾ 7F " 9F BF DF FF
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５ －３ 　５ －３ 　 EBCD IKEBCD IK コ ー ド 表コ ー ド 表 ( (カ ナ 対応カ ナ対応))

00 NUL 20 40 SP 60 - 80 A0 C0 { E0 $

01 SOH 21 41 。 61 / 81 ｱ A1 C1 A E1

02 STX 22 42 「 62 82 ｲ A2 ﾍ C2 B E2 S

03 ETX 23 43 」 63 83 ｳ A3 ﾎ C3 C E3 T

04 24 44 、 64 84 ｴ A4 ﾏ C4 D E4 U

05 HT 25 LF 45 。 65 85 ｵ A5 ﾐ C5 E E5 V

06 26 ETB 46 ｦ 66 86 ｶ A6 ﾑ C6 F E6 W

07 DEL 27 ESC 47 ｱ 67 87 ｷ A7 ﾒ C7 G E7 X

08 28 48 ｲ 68 88 ｸ A8 ﾓ C8 H E8 Y

09 29 49 ｳ 69 89 ｹ A9 ﾔ C9 I E9 Z

0A 2A 4A POND 6A 8A ｺ AA ﾕ CA EA

0B VT 2B 4B . 6B , 8B AB CB EB

0C FF 2C 4C < 6C % 8C ｻ AC ﾖ CC EC

0D CR 2D ENQ 4D ( 6D _ 8D ｼ AD ﾗ CD ED

0E SO 2E ACK 4E + 6E > 8E ｽ AE ﾘ CE EE

0F SI 2F BEL 4F ¦ 6F ? 8F ｾ AF ﾙ CF EF

10 DLE 30 50 & 70 90 ｿ B0 D0 } F0 0

11 DC1 31 51 ｴ 71 91 ﾀ B1 D1 J F1 1

12 DC2 32 SYN 52 ｵ 72 92 ﾁ B2 D2 K F2 2

13 DC3 33 53 ﾔ 73 93 ﾂ B3 D3 L F3 3

14 34 54 ﾕ 74 94 ﾃ B4 D4 M F4 4

15 NL 35 55 ﾖ 75 95 ﾄ B5 D5 N F5 5

16 BS 36 56 ﾂ 76 96 ﾅ B6 D6 O F6 6

17 NUL 37 EOT 57 77 97 ﾆ B7 D7 P F7 7

18 CAN 38 58 - 78 98 ﾇ B8 D8 Q F8 8

19 EM 39 59 79 99 ﾈ B9 D9 R F9 9

1A 3A 5A ! 7A : 9A ﾉ BA ﾚ DA FA

1B 3B 5B ¥ 7B # 9B BB ﾛ DB FB

1C FS 3C DC4 5C * 7C @ 9C BC ﾜ DC FC

1D GS 3D NAK 5D ) 7D ’ 9D ﾊ BD ﾝ DD FD

1E RS 3E 5E ; 7E = 9E ﾋ BE ゛ DE FE

1F US 3F SUB 5F ＾ 7F " 9F ﾌ BF ゜ DF FF
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５ －４ 　５ －４ 　 ASC I IASC I I コ ー ド 表コ ー ド 表

00 NUL 20 SP 40 @ 60 '

01 SOH 21 ! 41 A 61 a

02 STX 22 " 42 B 62 b

03 ETX 23 # 43 C 63 c

04 EOT 24 $ 44 D 64 d

05 ENQ 25 % 45 E 65 e

06 ACK 26 & 46 F 66 f

07 BEL 27 ’ 47 G 67 g

08 BS 28 ( 48 H 68 h

09 HT 29 ) 49 I 69 ｉ

0A LF 2A * 4A J 6A j

0B VT 2B + 4B K 6B k

0C FF 2C , 4C L 6C l

0D CR 2D - 4D M 6D m

0E SO 2E . 4E N 6E n

0F SI 2F / 4F O 6F o

10 DLE 30 0 50 P 70 p

11 DC1 31 1 51 Q 71 q

12 DC2 32 2 52 R 72 r

13 DC3 33 3 53 S 73 s

14 DC4 34 4 54 T 74 t

15 NAK 35 5 55 U 75 u

16 SYN 36 6 56 V 76 v

17 ETB 37 7 57 W 77 w

18 CAN 38 8 58 X 78 x

19 EM 39 9 59 Y 79 y

1A SUB 3A : 5A Z 7A z

1B ESC 3B ; 5B [ 7B {

1C FS 3C < 5C ¥ 7C ¦

1D GS 3D = 5D ] 7D }

1E RS 3E > 5E ^ 7E -

1F US 3F ? 5F _ 7F DEL
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５ －５ 　５ －５ 　 JI S 8JI S 8 コ ー ド 表コ ー ド 表

00 NUL 20 SP 40 @ 60 ' 80 A0 C0 ﾀ E0

01 SOH 21 ! 41 A 61 a 81 A1 。 C1 ﾁ E1

02 STX 22 " 42 B 62 b 82 A2 ｢ C2 ﾂ E2

03 ETX 23 # 43 C 63 c 83 A3 ｣ C3 ﾃ E3

04 EOT 24 $ 44 D 64 d 84 A4 、 C4 ﾄ E4

05 ENQ 25 % 45 E 65 e 85 A5 . C5 ﾅ E5

06 ACK 26 & 46 F 66 f 86 A6 ｦ C6 ﾆ E6

07 BEL 27 ' 47 G 67 g 87 A7 ｧ C7 ﾇ E7

08 BS 28 ( 48 H 68 h 88 A8 ｨ C8 ﾈ E8

09 HT 29 ) 49 I 69 ｉ 89 A9 ｩ C9 ﾉ E9

0A LF 2A * 4A J 6A j 8A AA ｪ CA ﾊ EA

0B VT 2B + 4B K 6B k 8B AB ｫ CB ﾋ EB

0C FF 2C , 4C L 6C l 8C AC ｬ CC ﾌ EC

0D CR 2D - 4D M 6D m 8D AD ｭ CD ﾍ ED

0E SO 2E . 4E N 6E n 8E AE ｮ CE ﾎ EE

0F SI 2F / 4F O 6F o 8F AF ｯ CF ﾏ EF

10 DLE 30 0 50 P 70 p 90 B0 - D0 ﾐ F0

11 DC1 31 1 51 Q 71 q 91 B1 ｱ D1 ﾑ F1

12 DC2 32 2 52 R 72 r 92 B2 ｲ D2 ﾒ F2

13 DC3 33 3 53 S 73 s 93 B3 ｳ D3 ﾓ F3

14 DC4 34 4 54 T 74 t 94 B4 ｴ D4 ﾔ F4

15 NAK 35 5 55 U 75 u 95 B5 ｵ D5 ﾕ F5

16 SYN 36 6 56 V 76 v 96 B6 ｶ D6 ﾖ F6

17 ETB 37 7 57 W 77 w 97 B7 ｷ D7 ﾗ F7

18 CAN 38 8 58 X 78 x 98 B8 ｸ D8 ﾘ F8

19 EM 39 9 59 Y 79 y 99 B9 ｹ D9 ﾙ F9

1A SUB 3A : 5A Z 7A z 9A BA ｺ DA ﾚ FA

1B ESC 3B ; 5B [ 7B { 9B BB ｻ DB ﾛ FB

1C FS 3C < 5C ¥ 7C ¦ 9C BC ｼ DC ﾜ FC

1D GS 3D = 5D ] 7D } 9D BD ｽ DD ﾝ FD

1E RS 3E > 5E ^ 7E - 9E BE ｾ DE ゛ FE

1F US 3F ? 5F _ 7F DEL 9F BF ｿ DF ゜ FF
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第６ 章第６ 章　 ト ラ ブ ルシ ュ ーテ ィ ン グ　 ト ラ ブ ルシ ュ ーテ ィ ン グ

1.1 . プ ロ グ ラ ムプ ロ グ ラ ム SWSW を 押し て も 設定操作が出来ないを 押し て も 設定操作が出来ない

　　 確認確認：： PROGPROG のの LEDLED は点灯し ていま すか？は点灯し ていま すか？

非同期用のケーブ ルを使用し ていま すか？非同期用のケーブ ルを使用し ていま すか？

設定に使用する タ ーミ ナルの通信条件は正し いですか？設定に使用する タ ーミ ナルの通信条件は正し いですか？

　　 [9600BPS[9600BPS、、 データデータ 88 ビ ッ ト 、ビ ッ ト 、 パリ テ ィ 無しパリ テ ィ 無し ]]

コ マ ン ド に続いてコ マ ン ド に続いて CRCR とと LFLFのコ ード を送っ ていま すか？のコ ード を送っ ていま すか？

2 .2 . BSCBSC の伝送を し ないの伝送を し ない

　　 確認確認：： ケーブ ルはケーブ ルは BSCBSC用で結線は正し いですか？用で結線は正し いですか？

制御コ ード の設定は正し いですか？制御コ ード の設定は正し いですか？

3 .3 . BSCBSC で時々デー タ 化けがあるで時々デー タ 化けがある

　　 確認確認：： ケーブ ルはケーブ ルは BSCBSC用で結線は正し いですか？用で結線は正し いですか？

　　 説明説明：： データ 化けはデータ 化けは RXCRXC、、 ST1ST1、、 ST2ST2 の関係が正し く ないと 発生し ま す。の関係が正し く ないと 発生し ま す。

特に長いテキス ト で起きやすく なり ま す。特に長いテキス ト で起きやすく なり ま す。

4 .4 . イ ー サ ネ ッ ト の コ ネ ク シ ョ ン 開設が う ま く 行え ない時イ ーサネ ッ ト の コ ネ ク シ ョ ン 開設が う ま く 行え ない時

　　 確認確認：： IPIPア ド レ ス 、ア ド レ ス 、 ポート 番号の設定は正し いですか？ポート 番号の設定は正し いですか？

　　 説明説明：： TCPTCP//IPIP通信相手機器と通信相手機器と Enet-BEnet-Bと のコ ネク ショ ン が開設出来ない場合と のコ ネク ショ ン が開設出来ない場合

は、は、 Enet-BEnet-B に設定するに設定する IPIP ア ド レ ス等の不一致が考えら れま す。ア ド レ ス等の不一致が考えら れま す。

相手／自機と も に指定の相手／自機と も に指定の IPIPア ド レ ス 、ア ド レ ス 、ポート 番号を設定する必要が有ポート 番号を設定する必要が有

り ま す。り ま す。

尚尚、、 HOST ETHER ADDRESSHOST ETHER ADDRESSは自動的に取得し ます。は自動的に取得し ます。

　　 確認確認：： サブ ネッ ト で構成さ れているシス テムではあり ま せんか？サブ ネッ ト で構成さ れているシス テムではあり ま せんか？

　　 説明説明：： ルータ を介在し た他のサブ ネッ ト に接続さ れた機器と の通信の場合はルータ を介在し た他のサブ ネッ ト に接続さ れた機器と の通信の場合は

　　 ネッ ト ワ ーク の設定も必要です。ネッ ト ワ ーク の設定も必要です。 NETMNETM をを Enet-BEnet-B を接続するサブを接続するサブ

ネッ ト に 、ネッ ト に 、 DEFGDEFG を そ のサブ ネッ ト のルータ に設定し て下さ い。を そ のサブ ネッ ト のルータ に設定し て下さ い。
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5 .5 . イ ー サ ネ ッ ト とイ ー サ ネ ッ ト と BSCBSC の双方か ら 同時に送信し た と き 、の双方か ら 同時に送信し た と き 、 伝送不可と なる伝送不可と なる

　　 確認確認：： BSCBSC側のデータ が長いかテキス ト 分割する場合で、側のデータ が長いかテキス ト 分割する場合で、 イ ーサネッ ト とイ ーサネッ ト と

BSCBSCの双方が同時に送信を開始する様な条件はあり ま せんか？の双方が同時に送信を開始する様な条件はあり ま せんか？

　　 説明説明：： Enet-BEnet-B V2.1 V2.1 では双方が同時にデータ を送信し た場合、では双方が同時にデータ を送信し た場合、次のよ う に扱次のよ う に扱

いま す。いま す。

BSCBSC上で上で ENQENQ が交錯する場合はが交錯する場合は BSCBSC プ ロ ト コ ルに従い、プ ロ ト コ ルに従い、 Enet-BEnet-Bがが

優先局と し て扱われます。優先局と し て扱われます。

イ ーサネッ ト 上でデータ パケ ッ ト が交錯する場合は双方のデータ 共、イ ーサネッ ト 上でデータ パケ ッ ト が交錯する場合は双方のデータ 共、

伝送さ れます。伝送さ れます。

し かし 、し かし 、 BSCBSCから のデータ が複数パケ ッ ト に分割さ れている場合にから のデータ が複数パケ ッ ト に分割さ れている場合に

イ ーサネッ ト から のデータ を受信する と 、イ ーサネッ ト から のデータ を受信する と 、お互いのパケ ッ ト の完了をお互いのパケ ッ ト の完了を

チ ェ ッ ク 出来なく なり ま す。チ ェ ッ ク 出来なく なり ま す。

こ れは異なる プ ロ ト コ ルの為に生じ る現象です。こ れは異なる プ ロ ト コ ルの為に生じ る現象です。

状況と し ては伝送のリ ト ラ イ を行い、状況と し ては伝送のリ ト ラ イ を行い、タ イ ムア ウ ト し てコ ネク ショ ンタ イ ムア ウ ト し てコ ネク ショ ン

を終了し ま す。を終了し ま す。

BSCBSC へはへは EOTEOTを返し ま す。を返し ま す。

　　 対策対策：： も し こ の様な現象が発生するなら 、も し こ の様な現象が発生するなら 、 BSCBSC側で側で ENQENQ からから EOTEOTま でをま でを

データデータ 11パケ ッ ト と なる よ う にし ま す。パケ ッ ト と なる よ う にし ま す。 ETBETBで区切る様な分割を し なで区切る様な分割を し な

いで下さ い。いで下さ い。

イ ーサネッ ト に比べる とイ ーサネッ ト に比べる と BSCBSCのプ ロ ト コ ルは速度がかなり 遅く なり まのプ ロ ト コ ルは速度がかなり 遅く なり ま

す。す。こ の性質を考慮し てデータ 伝送のア プ リ ケーショ ン を作成する必こ の性質を考慮し てデータ 伝送のア プ リ ケーショ ン を作成する必

要があり ま す。要があり ま す。
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  第７ 章　第７ 章　 そ の他そ の他

Enet-BEnet-Bは下記の階層をサポート し ていま す。は下記の階層をサポート し ていま す。

こ れ以外のこ れ以外の TELNETTELNET、、FTPFTP等のセッ ショ ン 層、等のセッ ショ ン 層、ア プ リ ケーショ ン層はサポート し ていア プ リ ケーショ ン層はサポート し てい

ま せん。ま せん。

　 ト ラ ン スポート 層

　 ネッ ト ワ ーク 層 IP ICMP ARP

TCP

７７ -- １ 　 サ ポ ー ト 階層１ 　 サ ポ ー ト 階層

７７ -- ２ 　 ユ ー ザー サ ポ ー ト２ 　 ユ ー ザー サ ポ ー ト

ご購入頂き ま し たご購入頂き ま し た Enet-BEnet-Bに関する ご質問に関するご質問・・ ご相談はご相談は､､弊社ユーザサポート 課ま でお問弊社ユーザサポート 課ま でお問

い合わせ下さ い。い合わせ下さ い。

こ の際こ の際､､次ページ次ページ ( (見開き ２ ペ－ジ分見開き ２ ペ－ジ分) ) を コ ピ ーの上を コ ピ ーの上､､使用環境使用環境､､設定内容等を記入し て設定内容等を記入し て

FAXFAXし ていただ く とし ていただ く と ､､迅速なサポート が可能と なり ま すのでご利用下さ い。迅速なサポート が可能と なり ま すのでご利用下さ い。

データ リ ン ク 株式会社　 　 ユーザサポート 課データ リ ン ク 株式会社　 　 ユーザサポート 課

Ｔ Ｅ ＬＴ Ｅ Ｌ ０ ４ －２ ９ ２ ４ －３ ８ ４ １０ ４ －２ ９ ２ ４ －３ ８ ４ １  ( (代代))

Ｆ Ａ ＸＦ Ａ Ｘ ０ ４ －２ ９ ２ ４ －３ ７ ９ １０ ４ －２ ９ ２ ４ －３ ７ ９ １

受付時間受付時間 月曜～金曜月曜～金曜 ( (祝祭日は除く祝祭日は除く ))

Ａ Ｍ９Ａ Ｍ９ ：： ０ ０ ～１ ２０ ０ ～１ ２ ：： ０ ００ ０

Ｐ Ｍ１Ｐ Ｍ１ ：： ０ ０ ～　 ５０ ０ ～　 ５ ：： ０ ００ ０

EE --m a i lm a i l s u p p o r t @ d a t a -l i n k . c o . j ps u p p o r t @ d a t a -l i n k . c o . j p
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３ 　 動作環境３ 　 動作環境

４ 　 基本仕様４ 　 基本仕様

２ 　２ 　 TERM WINTERM WIN ディ ス ク の内容ディ ス ク の内容

TERM WINTERM WINディ ス ク には、ディ ス ク には、 つぎのフ ァ イ ルが含ま れていま す。つぎのフ ァ イ ルが含ま れていま す。

付録．付録． TERM WINTERM WINユーザーズマ ニ ュ ア ルユーザーズマ ニ ュ ア ル

１ 　 概　 要１ 　 概　 要

こ のマ ニ ュ ア ルこ のマ ニ ュ ア ル  ( (付録付録) ) は、は、 RS232CRS232C 簡易通信プ ロ グ ラ ム簡易通信プ ロ グ ラ ム TERM WINTERM WIN の使用方法の使用方法

について説明し ていま す。について説明し ていま す。

TERM WINTERM WINは、は、キーボード 入力データ のキーボード 入力データ の RS232CRS232Cポート への送信、ポート への送信、及び画面表示、及び画面表示、

RS232CRS232C ポート から のデータ 受信、ポート から のデータ 受信、 及び画面表示を行う プ ロ グ ラ ムです。及び画面表示を行う プ ロ グ ラ ムです。

TERM WINTERM WINを使用するに当たっ て 、を使用するに当たっ て 、Windows98Windows98以上の以上の DOS-VDOS-Vパソ コ ン が必要です。パソ コ ン が必要です。

Tw1220.exe： ア プ リ ケ－ショ ン

解凍 Termw10.cnt： CNTフ ァ イ ル

Termw10.hlp： ヘルプ フ ァ イ ル

TermWin.exe： 実行フ ァ イ ル

TERMWIN.ini： 設定フ ァ イ ル

TERMWIN.stf： STFフ ァ イ ル

　 パソ コ ン　 パソ コ ン ：： DOS-VDOS-Vパソ コ ンパソ コ ン ,OS,OS：： Windows98Windows98以上以上,, メ イ ン メ モ リメ イ ン メ モ リ ：： 640K640K バイ ト 以上バイ ト 以上

ご 注意ご 注意 本プ ロ グ ラ ムは、本プ ロ グ ラ ムは、 特定の機種によ る動作確認のみを行っ たサービ ス品ですので、特定の機種によ る動作確認のみを行っ たサービ ス品ですので、

つぎの点にご注意の上ご使用く だ さ い。つぎの点にご注意の上ご使用く だ さ い。

◆プ ロ グ ラ ムの開発に当た っ ては、◆プ ロ グ ラ ムの開発に当た っ ては、 DOS/VDOS/V仕様機での動作を前提にし ており仕様機での動作を前提にし ており

　 ま すが、　 ま すが、 機種によ っ ては動作し ないこ と も 考え ら れま す。機種によ っ ては動作し ないこ と も 考え ら れま す。 こ のよ う な場合でこ のよ う な場合で

　 も 、　 も 、 弊社は保証いた し ま せん。弊社は保証いた し ま せん。

◆本プ ロ グ ラ ムは、◆本プ ロ グ ラ ムは、 使用者の責任においてご使用く ださ い。使用者の責任においてご使用く ださ い。 万一、万一、 ご利用によ るご利用によ る

　 不利益や損害が生じ た場合でも 、　 不利益や損害が生じ た場合でも 、 弊社は責任を負いかねま す。弊社は責任を負いかねま す。

◆本プ ロ グ ラ ムのコ ピ ー、◆本プ ロ グ ラ ムのコ ピ ー、 及び配布は認めており ま せん。及び配布は認めており ま せん。 コ ピ ー、コ ピ ー、 及び配布は絶及び配布は絶

　 対に行わないで く だ さ い。　 対に行わないで く だ さ い。

画面表示

エ ラ ー表示

バッ フ ァ 容量

カ ラ ー、 モ ード

送信データ を水色、 受信データ を白色で表示

通信条件の不一致、 パリ テ ィ エ ラ ー等で正常な
受信が行われない場合は、 当該受信データ を ブ

リ ン ク （ 点滅） 表示

送信バッ フ ァ 、 受信バッ フ ァ 共に 4Kバイ ト
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５ 　 起動と 終了５ 　 起動と 終了

①①TERM WINTERM WINディ ス ク を パソ コ ン のディ ス ク を パソ コ ン の CDCD ド ラ イ ブ に挿入し ま す。ド ラ イ ブ に挿入し ま す。

②②保存先に指定する フ ォ ルダ を新規に作成し 、保存先に指定する フ ォ ルダ を新規に作成し 、 [Tw1220.exe]  [Tw1220.exe] を コ ピ －し ま す。を コ ピ －し ま す。

③③[Tw1220.exe] [Tw1220.exe] を ダ ブ ルク リ ッ ク し 、を ダ ブ ルク リ ッ ク し 、解凍先に②のフ ォ ルダ を指定する と 、解凍先に②のフ ォ ルダ を指定する と 、５ つの５ つの

フ ァ イ ルが表示さ れます。フ ァ イ ルが表示さ れます。

④④[TERMWIN.EXE] [TERMWIN.EXE] フ ァ イ ルア イ コ ン を ダ ブ ルク リ ッ ク し て起動し ま す。フ ァ イ ルア イ コ ン を ダ ブ ルク リ ッ ク し て起動し ま す。

⑤⑤メ イ ン画面が表示さ れ、メ イ ン画面が表示さ れ、 使用可能な状態になり ま す。使用可能な状態になり ま す。

TERM WINTERM WIN の終了の終了

TERM WINTERM WIN の起動の起動

[F12] [F12] キーま たは、キーま たは、 右下の右下の  [Exit]  [Exit] ボタ ン で終了し ま す。ボタ ン で終了し ま す。

６ 　 メ イ ン 画面６ 　 メ イ ン 画面

データ 表示領域

制御LED

機能バー

送受信データ が表示さ れます。

RTS、 DTR、 CTS及びDSR制御ラ イ ン の状態が表示さ れます。

では、 フ ァ ン ク ショ ン キーに [通信速度の変更]等の各種機能

が割り 当てら れていま す。
機能バー内の四角は左から 順に [FI]キー～[F12]キーに対応し

ており 、 各種機能や通信速度等の現状を表し ていま す。
尚、 空白の四角は、 対応する フ ァ ン ク ショ ン キーに何も機能
が割り 当てら れていないこ と を 表し ていま す。

機能バー機能バー

メ ニ ュ ーバーメ ニ ュ ーバー

データ 表示領域データ 表示領域

制御制御LEDLED
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７ 　 各種機能７ 　 各種機能

◆ス ト ッ プ ビ ッ ト 長の 選択◆ス ト ッ プ ビ ッ ト 長の 選択 [ 2St op]  [ 2St op]  ボ タ ンボタ ン

ス ト ッ プ ビ ッ ト 長を選択し ま す。ス ト ッ プ ビ ッ ト 長を選択し ま す。

キーキー ：：  [ [F1F1] ] キーキー

ス ト ッ プ ビ ッ ト 長ス ト ッ プ ビ ッ ト 長：： 11//1.51.5//22 ( (ビ ッ トビ ッ ト ))

初期値初期値 ：： 22

◆パ リ テ ィ の 選択◆パ リ テ ィ の 選択 [ P=None]  [ P=None]  ボ タ ンボタ ン

パリ テ ィ を選択し ま す。パリ テ ィ を選択し ま す。

キーキー ：：  [F2]  [F2] キーキー

パリ ティパリ ティ ：： nonenone  ((なしなし ) ) //eveneven  ((偶数偶数))//oddodd  ((奇数奇数))

初期値初期値 ：： nonenone

◆デ ー タ 長の 選択◆デ ー タ 長の 選択 [ 8Len]  [ 8Len]  ボ タ ンボタ ン

データ 長を選択し ま す。データ 長を選択し ま す。

キーキー ：：  [F3]  [F3] キーキー

データ長データ長：： 77//88 ( (ビ ッ トビ ッ ト ))

初期値初期値 ：： 88

◆通信速度の 選択◆通信速度の 選択 [ 9600]  [ 9600]  ボ タ ンボタ ン

通信速度を選択し ます。通信速度を選択し ま す。

キーキー ：：  [F4]  [F4] キーキー

通信速度通信速度：： 12001200//24002400//48004800//96009600//19200 19200 //2880028800//3840038400//5760057600//7680076800//115200115200

◆シ リ ア ル ポ －ト の 選択◆シ リ ア ル ポ －ト の 選択 [ Com1]  [ Com1]  ボ タ ンボタ ン

シリ ア ルポ－ト を選択し ま す。シリ ア ルポ－ト を選択し ま す。

キーキー ：：  [F5]  [F5] キーキー

初期値初期値 ：： Com1Com1

◆送受信デ ー タ の 表示形式の 選択◆送受信デ ー タ の 表示形式の 選択 [ Nor ma l ]  [ Nor ma l ]  ボ タ ンボタ ン

送受信データ の表示形式を選択し ます。送受信データ の表示形式を選択し ます。

キーキー ：：  [F6]  [F6] キーキー

表示形式表示形式：： normalnormal  ((キャ ラ ク タ表示キャ ラ ク タ表示) )   // hex hex  (16(16進数表示進数表示))

初期値初期値 ：： normalnormal

◆送信デ ー タ の 表示／非表示の 選択◆送信デ ー タ の 表示／非表示の 選択 [ Ful l ]  [ Ful l ]  ボ タ ンボタ ン

送信データ の表示／非表示を選択し ます。送信データ の表示／非表示を選択し ます。

キーキー ：：  [F7]  [F7] キーキー

表示／非表示表示／非表示：： Full (Full (表示表示) ) //Half (Half (非表示非表示))

初期値初期値 ：： FullFull
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◆デ リ ミ タ コ ー ド の 選択◆デ リ ミ タ コ ー ド の 選択 [ CR + LF]  [ CR + LF]  ボタ ンボタ ン

［［ EnterEnter］］ キーを押下し た時に送出するデリ ミ タ コ ード を選択し ま す。キーを押下し た時に送出するデリ ミ タ コ ード を選択し ま す。

キーキー 　　：：  [F8]  [F8] キーキー

デリ ミ タ コ ードデリ ミ タ コ ード ：： CR (0DhCR (0Dhのみ送出のみ送出) ) //CR +  LF (0DhCR +  LF (0Dh とと 0Ah0Ah を送出を送出))

初期値初期値 　　 ：： CR +  LFCR +  LF

◆デ ー タ 表示領域の ク リ ア◆デ ー タ 表示領域の ク リ ア [ Cl ear ]  [ Cl ear ]  ボ タ ンボタ ン

データ 表示領域を ク リ ア し 、データ 表示領域を ク リ ア し 、 カ ーソ ルを表示領域左上隅に移動し ます。カ ーソ ルを表示領域左上隅に移動し ます。

キーキー ：：  [F9]  [F9] キーキー

※※ キーボード 入力の誤打を ク リ ア する機能ではあり ま せん。キーボード 入力の誤打を ク リ ア する機能ではあり ま せん。

◆◆コ マ ン ド キー ワ ード の送出コ マ ン ド キー ワ ード の送出 [LIK#] [LIK#] ボ タ ンボタ ン

[F8] [F8] キーを押下する度にキーを押下する度に  LINK#  LINK# の文字列を送出し ま す。の文字列を送出し ま す。こ の文字列は、こ の文字列は、弊社製マル弊社製マル

チプ レ ク サのデフ ォ ルト のコ マ ン ド キーワ ード です。チプ レ ク サのデフ ォ ルト のコ マ ン ド キーワ ード です。

キーキー ：：  [F11]  [F11] キーキー

◆◆ TERM WINTERM WIN の終了の終了 [ Ex i t ]  [ Ex i t ]  ボ タ ンボタ ン

本プ ロ グ ラ ムを終了し ま す。本プ ロ グ ラ ムを終了し ま す。

キーキー ：：  [F12]  [F12] キーキー

◆固定文字列の 送出◆固定文字列の 送出

6464 バイ ト の固定文字列を指定回数分送出する こ と が可能です。バイ ト の固定文字列を指定回数分送出する こ と が可能です。

そ の他、そ の他、 送信間隔等も指定でき ま す。送信間隔等も指定でき ま す。

キーキー ：：  [Shift]  [Shift] キー＋キー＋ [F1]  [F1] キーキー

[[送信送信] ] ボタ ン を ク リ ッ ク し 、ボタ ン を ク リ ッ ク し 、 固定文字列の送出を開始し ま す。固定文字列の送出を開始し ま す。

固定文字列の送出を中止するには固定文字列の送出を中止するには [ESC]  [ESC] キーを押下し ま す。キーを押下し ま す。

◆◆ RTSRTS ラ イ ン のラ イ ン の ONON// OFFOFF 選択選択

[[ShiftShift] ] キー＋キー＋ [ [F2F2] ] キーを押下する と 、キーを押下する と 、 RTSRTSラ イ ン がラ イ ンが ONON//OFFOFF交互に切り 替わり ます。交互に切り 替わり ます。

キーキー ：：  [Shift]  [Shift] キー＋キー＋ [F2]  [F2] キーキー

初期値初期値 ：： ONON

◆◆ DTRDTR ラ イ ン のラ イ ン の ONON// OFFOFF 選択選択

[[ShiftShift] ] キー＋キー＋ [ [F3F3] ] キーを押下する と 、キーを押下する と 、 DTRDTRラ イ ン がラ イ ンが ONON//OFFOFF交互に切り 替わり ます。交互に切り 替わり ます。

キーキー ：：  [Shift]  [Shift] キー＋キー＋ [F3]  [F3] キーキー

初期値初期値 ：： ONON

WPWP--0303--100922100922

RS232CRS232C 簡易通信プ ロ グ ラ ム簡易通信プ ロ グ ラ ム TERM WINTERM WIN
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Enet-BEnet-B　　 取り 扱い説明書　取り 扱い説明書　 20132013年年88月　 第月　 第2222版版

製造、発売元　 データ リ ン ク 株式会社製造、発売元　 データ リ ン ク 株式会社

〒〒359-1113359-1113　 埼玉県所沢市喜多町　 埼玉県所沢市喜多町10-510-5

TEL04TEL04--29242924--38413841㈹　㈹　 FAX04FAX04--29242924--37913791

11 当社製品は、当社製品は、当社規定の社内評価を経て出荷さ れており ま すが、当社規定の社内評価を経て出荷さ れており ま すが、保証期間内に万一保証期間内に万一

故障し た場合、故障し た場合、 無償にて修理さ せていただき ま す。無償にて修理さ せていただき ま す。 お買い求めいただいた製品は、お買い求めいただいた製品は、

受領後直ちに梱包を開け、受領後直ちに梱包を開け、 検収をお願い致し ま す。検収をお願い致し ま す。

データ リ ン ク 製品の保証期間は、データ リ ン ク 製品の保証期間は、 当社発送日よ り １ カ 年です。当社発送日よ り １ カ 年です。

保証期間は保証期間は､､製品貼付のシリ ア ルナン バーで管理し ていま す。製品貼付のシリ ア ルナン バーで管理し ていま す。

保証書はございま せん。保証書はございま せん。

なお、なお、 本製品のハード ウ エ ア部分の修理に限ら せていただき ま す。本製品のハード ウ エ ア部分の修理に限ら せていただき ま す。

22 本製品の故障、本製品の故障、ま たはそ の使用によ っ て生じ た直接、ま たはそ の使用によ っ て生じ た直接、間接の障害について、間接の障害について、当社は当社は

そ の責任を負わないものと し ま す。そ の責任を負わないものと し ま す。

33 次のよ う な場合には、次のよ う な場合には、 保証期間内でも有償修理になり ま す。保証期間内でも有償修理になり ま す。

( 1)( 1) お買い上げ後の輸送、お買い上げ後の輸送、 移動時の落下、移動時の落下、 衝撃等で生じ た故障および損傷。衝撃等で生じ た故障および損傷。

( 2)( 2) ご使用上の誤り 、ご使用上の誤り 、 ある いは改造、あるいは改造、 修理によ る故障および損傷。修理によ る故障および損傷。

( 3)( 3) 火災、火災、地震、地震、落雷等の災害、落雷等の災害、あるいは異常電圧など の外部要因に起因する故障あるいは異常電圧など の外部要因に起因する故障

および損傷。およ び損傷。

( 4)( 4) 当社製品に接続する当社以外の機器に起因する故障および損傷。当社製品に接続する当社以外の機器に起因する故障および損傷。

44 無償保証期間経過後は有償にて修理さ せていただき ま す。無償保証期間経過後は有償にて修理さ せていただき ま す。補修用部品の保有期間は補修用部品の保有期間は

原則製造終了後原則製造終了後55年間です。年間です。

なお、なお、 こ の期間内であっ ても 、こ の期間内であっ ても 、補修部品の在庫切れ、補修部品の在庫切れ、部品メ ーカ の製造中止など に部品メ ーカ の製造中止など に

よ り 修理できない場合があり ま す。よ り 修理できない場合があり ま す。

55 次のよ う な場合有償でも修理出来ない時があり ま す。次のよ う な場合有償でも修理出来ない時があり ま す。 PCBPCB基板全損、基板全損、 I CI C全損など 、全損など 、

故障状態によ り 修理価格が新品価格を上回る場合。故障状態によ り 修理価格が新品価格を上回る場合。

66 製品故障の場合、製品故障の場合、出張修理は致し ており ま せん。出張修理は致し ており ま せん。当社あるいは販売店への持ち込み当社あるいは販売店への持ち込み

修理と なり ま す。修理と なり ま す。

77 上記保証内容は、上記保証内容は、 日本国内においてのみ有効です。日本国内においてのみ有効です。

保証規定保証規定

ユーザサ ポー ト の ご 案内ユーザサ ポー ト の ご 案内

Enet-BEnet-Bに関するご質問、ご相談は、ユーザサポート 課までお問い合わせ下さ い。に関するご質問、ご相談は、ユーザサポート 課までお問い合わせ下さ い。

データ リ ンク 株式会社　 ユーザサポート 課データ リ ンク 株式会社　 ユーザサポート 課

TEL04TEL04--29242924--38413841㈹　㈹　 FAX04FAX04--29242924--37913791　　 E-m a ilE-m a il：： sup p ort@ d a ta -l ink . c o . jpsup p ort@ d a ta -l ink . c o . jp

受付時間　 月曜～金曜受付時間　 月曜～金曜 ( (祝祭日は除く祝祭日は除く ))

AM9:00AM9:00～～PM12:00PM12:00　　  PM1:00 PM1:00～～PM5:00PM5:00
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※注１ Ａ Ｃ Ｋ ０ と Ａ Ｃ Ｋ １ の正当な順番の

方を受信し た場合。

※注２ プ ロ グ ラ ムモード ではＲ Ｓ ２ ３ ２ Ｃ

非同期と なり 、 コ マ ン ド のみ有効。

Ｅ Ｓ Ｃ コ ード ある いはＥ ＮＤ コ ード

でＳ １ へ戻る 。
※注３ Ｌ Ｉ Ｎ Ｅ モ ード の場合はＳ ３ 移行時

にＤ Ｔ Ｒ－Ｌ と する 。

Enet-B( V3. 0)

SYN受信

Ｐ １

FI N受信

Ｐ 2

DATA受信

Ｐ 3

ACK受信

Ｐ 4

RST受信

Ｐ 5

ﾀｲﾑｱｳﾄ

Ｐ 6

ﾘﾄﾗｲ終了

Ｐ 7

ENQ受信

Ｐ 8

ACK受信
※注1

Ｐ 9

Ｔ Ｃ Ｐ /Ｉ Ｐ の事象

(伝送ﾄﾗﾌﾞﾙ発
生)

Ｓ

１

Ｓ

２

Ｓ

３

Ｓ

４

Ｓ

５

Ｓ

６

Ｓ

７

Ｓ

８

Ｓ

９

Ｓ

10

発生事象

遷移状態

→Ｓ ５

→Ｓ １ ０

B： DATA

( ACK1消失）

→Ｓ ８

→Ｓ ６

B： ACK0再送

→Ｓ ６

→Ｓ ４

→Ｓ ２

→Ｓ １

B： ACK0

B： EOT

AUTOﾓー ﾄ゙ の場合

B： EOT

T： SYN
なし

なし

なし

なし

なし

なし

なしなし

なし

なし

なし

なし

なし

→Ｓ １

→Ｓ １

→Ｓ ２

→Ｓ ３

→Ｓ １

→Ｓ １→Ｓ ７

(応答無し ）

T： RST

T: SYN/ACK

T: FI N/ACK

T： 再送DATA
B： EOT
T： RST

B： EOT
T： ACK

→Ｓ １

→Ｓ １

→Ｓ １

→Ｓ １

B： EOT

B： EOT

→Ｓ １

B： EOT

B： EOT

B： EOT

→Ｓ １

→Ｓ １

→Ｓ １

→Ｓ １ →Ｓ １ →Ｓ １
T： RST T： RST T： RST

→Ｓ １

→Ｓ ５

※注７

→Ｓ ３ →Ｓ ４

T： FI N/ACK

( FI N/ACK消） →Ｓ １
Enet-Bから
FI N発行の
場合

→Ｓ ３ →Ｓ ９

T： ACK, FI N

B： ENQ 接続確認
ACKの場合
は
T： ACK

→Ｓ ３

T： ACK, FI N

B： EOT

※注６

※注４→Ｓ １

→Ｓ ８

( DATA交錯）

B： EOT

B： ACK1

B： EOT
T： RST
→Ｓ １

(再送DATA）

→Ｓ ２

→Ｓ ２

→Ｓ ４

→Ｓ ５

→Ｓ ６
T： ACK

T： ACK

T： ACK

(半開設）

T: SYN/ACK

( SYN/ACK消）

T: SYN/ACK

TP/ I P

未開設

SYN手順

FI N手順

※注３

TI ME WAI T

TCP/ I P
開設中

アイ ド ル状態

BSCへ

ACK0出力後

TCP/ I Pへ

※注５

凡例 Ｂ ： Ｂ Ｓ Ｃ への出力パケ ッ ト

Ｔ ： Ｔ Ｃ Ｐ ／Ｉ Ｐ への出力パケ ッ ト

こ の事象が発生し ても無視さ れる

なし 存在し ない事象

→ 移行する遷移番号

太枠 通常動作での遷移と 事象

（ ） 通常以外の事象が発生する要因

備考

LFCR

(半開設） ( DATA交錯）

(半開設） (半開設）

(再送DATA）

(半開設）

(半開設） ( DATA消失）

(応答無し ）

( ACK1消失）

接続確認
ACKの場合
は
T： ACK

接続確認
ACKの場合
は
T： ACK

B： ACK1再送

T： RST

BSCへ

BSCへ

BSCへ

ACK1出力後

DATA出力後

DATA出力後

ENQ出力後

BSC
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正常DATA
受信

Ｐ １ 0

異常DATA
受信

Ｐ １ 1

NAK受信

Ｐ １ 2

EOT受信

Ｐ １ 3

DI SC受信

Ｐ １ 4

ﾀｲﾑｱｳﾄ

Ｐ １ 5

ﾘﾄﾗｲ終了

Ｐ １ 6

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑSW
※注2

Ｐ １ 7

DSR-H

Ｐ １ 8

DSR-L

Ｐ １ 9

LからHへ変化

→Ｓ ３

B： EOT
T： FI N/ACK

LI NEﾓー ﾄ゙ の場合

→Ｓ ３

B： EOT
T： FI N/ACK

LI NEﾓー ﾄ゙ の場合

→Ｓ ３

B： EOT
T： FI N/ACK

LI NEﾓー ﾄ゙ の場合

→Ｓ ３

B： EOT
T： FI N/ACK

LI NEﾓー ﾄ゙ の場合

→Ｓ ３

B： EOT
T： FI N/ACK

LI NEﾓー ﾄ゙ の場合

→Ｓ ３
T： FI N/ACK

LI NEﾓー ﾄ゙ の場合

→Ｓ ２
T： SYN

LINEﾓー ﾄ゙ の場合

→ﾌ゚ ﾛｸ゙ ﾗﾑﾓー ﾄ゙

→ﾌ゚ ﾛｸ゙ ﾗﾑﾓー ﾄ゙

T： RST

→Ｓ １

→Ｓ １

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

→Ｓ ３

T： FI N/ACK

AUTOﾓー ﾄ゙ の
場合

→Ｓ ３

T： FI N/ACK

AUTOﾓー ﾄ゙ の
場合

B： EOT

→Ｓ ５→Ｓ ５→Ｓ ５

（ 受信不可）

T： RST
→Ｓ １

→Ｓ ５ →Ｓ ５ →Ｓ １

B： EOT
T： RST

B： ENQ

B： ENQ

T： RST
→Ｓ １ →Ｓ １
T： RST

→Ｓ ９

→Ｓ １ →Ｓ １ →Ｓ １ ０
T： RSTT： RST

→Ｓ ９

→Ｓ １ ０

B： ENQ

B：DATA
再送

（ DATA化け）

→Ｓ ８

→Ｓ ６

B： NAK

B： NAK

→Ｓ ７

→Ｓ ７

→Ｓ １

→Ｓ １

T：DATA

T：DATA

(連続DATA）

B： EOT
T： RST

B： EOT
T： RST

B： EOT
T： RST

B： EOT
T： RST

（ 受信不可）（ 受信不可）

（ 受信不可）

（ 受信終了）

（ 受信不可）（ 受信不可）

（ 受信終了）

（ 応答無し ）

（ 応答無し ）

※注４ Ｔ Ｃ Ｐ パケ ッ ト 長以上のデータ を Ｂ Ｓ Ｃ から 受信の場合は分割し て送信する 。

こ の場合は、 Ｔ ： Ｄ Ａ Ｔ Ａ → Ｓ ７ である 。

※注５ 連続Ｄ Ａ Ｔ Ａ パケッ ト の場合は、 Ａ Ｃ Ｋ ０ と Ａ Ｃ Ｋ １ が交互と なる 。

※注６ 交錯時に無視さ れる Ｔ Ｃ Ｐ ／Ｉ Ｐ から のＤ Ａ Ｔ Ａ は、 Ｂ Ｓ Ｃ から 伝送後の

Ｔ Ｃ Ｐ ／Ｉ Ｐ 再送ＤＡ Ｔ Ａ の際に伝送さ れる 。

※注７ Ａ Ｕ Ｔ Ｏモ ード でＥ Ｎ Ｑ受信から 移行し た場合、 Ｂ ： Ａ Ｃ Ｋ０ 、 → Ｓ ６

Ｌ Ｉ Ｎ Ｅ モ ード の場合、 Ｂ ： Ｄ Ｔ Ｒ－Ｈ、 → Ｓ ５

※注８ 逐一変換モ ード を選択し た場合は、 こ の遷移表の限り ではあり ま せん。

の事象

状態遷移表


